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　10月４日、板東幼稚園児81人とその保護者らが、霊山寺
に訪れたお遍路さんに梅干しや巾着を配るなどのお接待をし
ました。梅干しは園で育てたウメを収穫し手作りしたもので、
「元気にまわってね」「またきてね」などと書かれた手紙やあ
め、園児手作りのしおりなどの入った巾着袋とともにお遍路
さんに手渡しました。これは、子どもたちにお接待文化を伝
えるため、10年以上前から毎年行っている恒例行事です。こ
の日、お接待を受けたお遍路さんはかわいい園児からの思わ
ぬお接待に笑みがこぼれていました。

気をつけて回ってね !
　園児らが笑顔で手作りのお接待
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国
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文
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９
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「
ま
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熱のこもった最後の合同レッスン

■
問
い
合
わ
せ

市
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行
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員
会
事
務
局

（
市
役
所
文
化
交
流
推
進
課

☎
６
８
４
・
１
２
１
４
）へ
。

　出演する合唱団と第一中学校吹奏楽部は、一流の音楽家と
の共演に向けて、指揮の増井信貴氏やプロの楽団員の事前レッ
スンを含め、精力的に練習に取り組んでいます。
　９月29日、指揮者の増井信貴氏を迎えて最後の合同・個
別レッスンが第一中学校で行われました。吹奏楽部のレッ
スンでは細かいフレーズの表現方法や音出しのタイミング
など具体的な指導があり、生徒たちは指導者の的確な指示
を一生懸命楽譜に書き込んでいました。
　合唱団のレッスンでは、曲目によってはパート配置を変
更するなど、ハーモニーのバランスを考慮した指導が行わ
れました。吹奏楽部員と合唱団員とも最後の合同練習と
あって、指揮者の指導をもらさず吸収し表現しようと、本
番に向けた熱のこもったレッスンとなりました。

～プログラム～
▼とくしま記念オーケストラ演奏
 ヨハン・シュトラウス：喜歌劇「こうもり」序曲
 モーツァルト：ピアノ協奏曲第23番イ長調
 ルロイ・アンダーソン：セレナータ
 ルロイ・アンダーソン：トランペット吹きの休日
 ルロイ・アンダーソン：サンドペーパーバレー
 ルロイ・アンダーソン：ジャズピチカート
 ルロイ・アンダーソン：ホームストレッチ
▼オーケストラと合唱団・第一中学校吹奏楽部共演
 八木澤教司：「あすという日が」
▼オーケストラと合唱団の共演
 湯山　昭 作曲／渡辺俊幸 編曲：祖谷のかずら橋
▼オーケストラと第一中学校吹奏楽部の共演
 ハチャトゥリアン：組曲「仮面舞踏会」ワルツより
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11月24日（土）午後２時～ 　コンサートの来場者を気持ちよく出迎えようと、
鳴門市花街道・地域づくりネットワークがコスモス
のプランターを会場の市文化会館周辺に設置しま
した。同団体の皆さんが８月にまいた種が咲き始
め、秋風にそよぐコスモスの花が会場周辺にさわ
やかな雰囲気を醸し出しています。

コスモスで来場者を歓迎
鳴門市花街道・地域づくりネットワーク
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　普段は合唱と合わせることがないの
で、歌詞に合わせた音の出し方に少し
難しさを感じましたが、私たちにとって
とても貴重な体験となっています。
　９月の合同レッスンでは、初めは
生徒たちにもとまどいが見られまし
たが、指揮者の先生の的確な指導の
もと、今では息も合い、だいぶん形
が見えてきました。生徒たちは、音
楽に対していつも真摯に取り組んで
います。当日はみんなを送り出し見
守る立場となりますが、生徒たちに
は普段どおりの演奏をし、この国文
祭という素晴らしい舞台を存分に楽
しんでもらいたいと思います。

本番への意気込み

Chorus９･メールハーモニー潮
　指導者　大井		美弥子さん

合唱団なると・合唱団アンダンテ
　指導者　山西		加容子さん

第一中学校吹奏楽部
　顧問　大濵		和

か ず

賀
よ り

さん

interview

　歌うことが大好きな仲間たちと、
私たちにしか表現できない心と心の
深いつながりで創る合唱を届けたい。
いつもそんな思いで練習に励んでい
ます。２曲目に歌う「祖谷のかずら橋」
は、おかあさんコーラス大会全国大
会で歌った思い出の曲でもあり、思
い入れもひとしおです。
　今回はオーケストラに合わせて歌
えること、そして中学生の皆さんと
の世代を超えた共演も今からとても
楽しみで、どんな感動的な演奏にな
るのかみんな本番当日が待ち遠しい
様子です。心合わせた歌声をホール
いっぱいに届けたいと思います。

　選曲した「あすという日が」という曲
は、とても希望に満ちあふれた曲です。
福島県の中学校の合唱部員が被災地
で多くの人を勇気づけた曲でもあり
ます。合唱は、言葉一つ一つに思い
を乗せ、聴く人にその曲のストーリー
を伝えるとともに、一人一人の歌声が 
一つになって合唱団の色を創り、大き
なパワーを放ちます。
　皆さんには、歌うことの楽しさを胸
にそれぞれの思いを乗せて歌声を届け
てほしいと思います。「第九」日本初演
の地であり音楽が根付くまち・鳴門で
の共演は、きっと素晴らしいものとなる 
ことでしょう。

■アマーランダー民族舞踊団体
　鳴門市の姉妹都市リューネブ
ルク市があるドイツのニーダー
ザクセン州アマーランド地方の
伝統的衣装を着て、軽快なアコー
ディオンの演奏に合わせて民族
舞踊を披露します。

まちが奏でるクラシックin鳴門市

世界の踊りフェスタ in ドイツ館
　第27回国民文化祭・とくしま２０１２の事業として、鳴門市にゆかりのあるドイツのニーダーザ
クセン州と中国の湖南省から舞踊団や音楽グループなど下記３団体が出演する「世界の踊りフェス
タ in ドイツ館」が11月24日（土）午後２時から市ドイツ館で開催されます。この機会にドイツの姉
妹都市リューネブルク市や中国の友好都市・張家界市と関係のある踊りや音楽を楽しみませんか。

11月24日（土）午後２時～

■デ・フォフティグ・ペンス
　ニーダーザクセン州フリーラン
ト地方の少数言語「低地ドイツ語」
を駆使する人気上昇中のエレクト
ロヒップホップグループ

■張家界魅力湘西芸術団
　中国湖南省西部（湘西）の山奥
で失われそうになっている異国
情緒あふれる伝統衣装と踊り、
歌をお楽しみください。

入場無料

※出演者が変更になる場合がありますので、ご了承ください。 　  
　【問】市役所文化交流推進課　☎684・1199
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個人名または団体名 　　　 連絡先（電話番号） 　　

具体的な
活動内容 					 活動場所

感想があればご自由
にお書きください

活動日時(複数日の
場合は下段)

	11月　	日		　時	　分～　時	　分

広報・ウェブサイト
への掲載の可否 可				・				否 参加人数 男		　名・女		　名

　自分たちの住む鳴門のまちのために、できることをできる範囲で考えて、期間中に何か
一つ活動してみませんか？みんなで楽しく鳴門のために少しでも良くなることをして、一人
一人が鳴門のまちを見直し、ふるさとを愛する気持ちと社会貢献意識を高めましょう！

実施期間  11月５日（月）～18日（日）
■参加対象者
　鳴門市民（個人・団体）。もちろん、鳴門市に通勤・通学
している人も大歓迎。参加申し込み不要。
■参加方法
　鳴門のまちのためにできること、どんなことでもアイデア次
第で取り組めます。期間中の可能な日時に、各自のできる
範囲で無理のないように活動しましょう。

【留意事項】　①ごみなどは分別にご協力ください。また、
地域で決められた収集日にお出しください。ボランティア袋（ご
み袋）は市より提供しますので市民協働推進課にご相談くだ
さい。  ②活動を行う際に、各種の許可申請手続きが必要
な場合は各自でお願いします。  ③活動にあたっては、けが
などの事故がないよう細心の注意を払い、各自の責任にお
いて対処してください。
■広報なると10月号で募集し、事前連絡いただ
いた活動や提案いただいた行動例のアイデアの
ほか、期間中に実施されるイベントを紹介します。
◆団体等の活動（公募分）※下表

  

活動内容 日　　時 場　　所 活動団体 そ	の	他
除草剪定作業など
のボランティア活動 11月7日（水）8	：	00～ 市老人福祉センターおよび文化

会館駐車場周辺
公益社団法人市シル
バー人材センター 参加は会員のみ

除草作業 11月10日（土）9	：	00～ 市役所本庁舎周辺 市職員年金者連盟 参加は会員のみ
コスモスまつり
接待所 11月11日（日）10	：	00～12	：	00 市役所前広場 市役所ボランティア

クラブ　☎684・1189 お茶・お菓子のお接待

清掃活動 11月11日（日）14	：	00～15	：	30
金刀比羅神社（木津） ボーイスカウト鳴門

第９団　ハヤブサ班
現地集合、飛び入り参加OK
その他、期間中に節水・節電
などにも取り組みます塩田公園 　〃　　タイガー班

「税を考える週間」
記念講演会 11月14日（水）14	：	00～15	：	30 鳴門地域地場産業振興センター（社）鳴門法人会☎684・2010

講師：慶應義塾大学
大学院教授	岸		博幸	氏

子どもたちのため
の食育教室 11月17日(土)10	：	00～12	：	00 コミュニティはうすTSUDOI 友愛クラブ「ともしび」

☎685・6177
対象：小学４年生以上	申込締
切：11月13日		参加費100円

ＥＭだんごによる
新池川浄化活動 11月18日（日）10	：	00～ 鳴門警察署西側広場 新池川をきれいにする会

乾	☎090・3181・1402
焼き芋、ポン菓子のお接待
EMだんごプレゼント

太極拳で
介護予防

本事業実施期間の【①月曜日】10:00～11:30
【②火曜日③水曜日】10:30～12:00

①大元神社境内（明神）②板東公
民館③キョーエイ鳴門駅前店4階

太極拳を楽しむ「パン
ダの会」☎685・6177

会費制（1,000円／月）
※参加当日入会申込できます

勤労青少年ホーム
講座無料体験

本事業実施期間の講座開講日（日時・内
容・対象など、詳しくはお問い合わせを）市内各地

勤労青少年ホーム
☎685・5179

市公式ウェブサイト内の新着
情報に講座内容を掲載

◆行動例アイデア（公募分）※10月号広報も参考に！
・エコキャップ回収運動に参加する
・マイバッグで買い物に行き、レジ袋の利用を削減する
・１日５回以上、自分からあいさつをする
・他地域の人にもっと鳴門を知ってもらうため、郵便や
　小包を送る際に鳴門のパンフレットを同封する
・小型遊覧船で鳴門の近海を周遊するイベントを企画する
◆期間中のイベント
11月７日（水）		まちが奏でるクラシックin鳴門市
11月10日（土）		わんぱくこんぴら相撲
11月10日（土)･11日（日）		大谷焼窯まつり
11月11日（日）		徳島ヴォルティスホームゲーム最終節
11月18日（日）		2012自転車王国とくしまライドin鳴門　など
■活動報告にご協力を！
　広報なるとや市公式ウェブサイトでの活動報告にご協力
いただける場合は、11月30日（金）までに下記の活動報告書
を提出してください。可能な場合は、活動写真も一緒に提
供をお願いします。報告書はファクス（684･1336）・Ｅメー
ル（welovenaruto@city.naruto.lg.jp）で送付、もしくは
市民協働推進課（〒772・8501 撫養町南浜字東浜170）まで
郵送または直接ご提出ください。

WeLoveなるとデー（鳴門のためにできることをする日）活動報告書

■当事業は平成23年度
市民提案制度「中学生・
高校生による提案事業」
で優秀賞に選ばれた城
ノ内中学校高橋瞭太さん
（立岩）の提案を実現す
るものです。

【問】市役所市民協働推進課
　　☎６８４･１１８９
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浄水場の水質管理
第4回

■問い合わせ先　市企業局水道事業課　　　 ☎685・3330
Ｅメール suidojigyo@city.naruto.lg.jp

※次回は、「鳴門市の配水池」について詳しくご紹介します。

水道事業
連 載

http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/co/suido/suishitsukensa.html
鳴門市の水質検査計画などを公表しているホームページアドレス

　水質検査の適正化や透明性を確保するために、水道法では「水質検査計画」を策定し、公表することが定められてい
ます。市では、検査項目や地点、頻度などを明記し、水質検査結果についてもホームページを通じて公表しています。

より安全な水道水を目指して

　安全性の高い良質の水道水であることを確認する
ための「水質管理目標設定項目」に沿って、カルシウ
ム・マグネシウムなど、 28項目を検査しています。

■
写
真
右
：
木
津
中
継
ポ
ン

プ
場
の
残
留
塩
素
測
定
機
器

水質基準を満たしています

水質試験室

　水道水には、「水道法」により守らなくてはなら
ない「水質基準項目」があり、大腸菌・濁度など、 
50項目を検査しています。

■
写
真
右
：
市
内
施
設
で
の

水
質
検
査

　市では、水源となっている旧吉野川をはじめ、浄水場での各工程の水について水質検査を行い、その結果を浄水 
処理に生かしています。また、配水池や市内のご家庭などで残留塩素やにごり、においなどを毎日検査しています。

　蛇口をひねれば、いつでも出てくる安心して飲める水道水。水道は、市民の皆さまの快適な
暮らしや健康を守り、さまざまな活動を支える大切な施設です。「きれいな水」「安全な水」「おい
しい水」を作るため、きめ細やかな水質検査を実施し、水質の管理に努めています。

24時間体制で
水質を監視し
ています

水源 浄水場 配水池

配水管蛇口

水源からご家庭の蛇口まで、各段階でさまざまな水質検査を行っています

■
写
真
左
：
水
質
試
験
室

（
浄
水
場
内
）

■
写
真
左
：
水
質
の
測
定
機

器（
浄
水
場
内
）

水質検査計画と水質検査結果を公表しています
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第
３
回
定
例
会

　
第
３
回
定
例
市
議
会
が
９
月
13
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
、
平
成
24
年
度一般･

特
別
会
計
の
各
補
正
予
算
案
や
市
長

提
案
の
条
例
改
正
案
な
ど
14
議
案
、
人
事
案
件
２
件
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
次
の
方
が
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

巽た
つ
み	

幸さ
ち
こ子（
備
前
島･

62
歳
）

■
次
の
方
が
公
平
委
員
会
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

元も
と
い井	

信し
ん
す
け介（
徳
島
市
上
八
万
町･

57
歳
）

　
当
初
予
算
編
成
以
降
、
事
情
が
変

わ
り
、
補
正
予
算
で
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
や
、
東
南
海
・
南

海
地
震
対
策
に
関
す
る
経
費
を
は
じ

め
と
す
る「
第
六
次
鳴
門
市
総
合
計

画
」に
掲
げ
る「
３
つ
の
成
長
戦
略
」

の
推
進
に
資
す
る
も
の
の
う
ち
、
特

に
緊
急
性
が
高
く
、
早
急
に
対
応
が

必
要
な
事
業
を
推
進
す
る
た
め
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）は
10
億
７
９
６
０
万
９
千

円
と
な
り
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

２
３
４
億
７
２
０
３
万
９
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
同
時
期
の
予

算
総
額
と
比
較
す
る
と
０･

５
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

【
防
災
対
策
事
業
】

防
災
対
策
事
業
の
補
正
予
算
は
、

次
に
示
す
８
事
業
で
総
額
１
億

１
４
１
７
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
津
波
避
難
計
画
見
直
し
業
務
…

１
８
３
０
万
２
千
円
　
今
後
公
表
さ

れ
る
津
波
高
、
津
波
浸
水
予
測
図

を
基
に
、
避
難
路
、

避
難
場
所
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
、

津
波
避
難
計
画
を
改
定
し
ま
す
。

▼
地
域
防
災
計
画
見
直
し
業
務
…

４
７
６
万
７
千
円
　
防
災
基
本
計

画
、
徳
島
県
地
域
防
災
計
画
の
修
正

を
受
け
て
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
ま
す
。

▼
桑
島
地
区
避
難
路
整
備
事
業
…

３
０
０
万
円
　
県
補
助
金
を
活
用

し
、
桑
島
地
区
で
津
波
か
ら
の
一
時

避
難
場
所
へ
の
避
難
路
整
備
を
行
い

ま
す
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業

…
１
６
０
万
９
千
円
　
災
害
時
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
自
力
避
難

の
困
難
な
方
が
、
地
域
で
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要

な
情
報
を
支
援
者
が
事
前
に
把
握
・

共
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
支
援
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

▼
消
防
団
安
全
装
備
品
整
備
事
業
…

１
５
９
万
４
千
円
　
消
防
団
員
の
活

～
補
正
予
算
　
防
災
対
策
を
重
点
的
に
～

動
に
係
る
安
全
装
備
品（
手
袋
）を
支

給
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
活
動

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
各
分

団
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
配
備
し

ま
す
。

▼
消
防
庁
舎
太
陽
光
発
電
設
備
整
備

事
業
…
２
７
５
７
万
２
千
円
　
災
害

時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
庁
舎

に
、
太
陽
光
発
電
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
連
携
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

防
災
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
公
立
保
育
所
地
震
防
災
対
策
事
業

…
30
万
５
千
円
　
地
震
災
害
等
の
発

生
時
に
お
い
て
、
避
難
場
所
へ
乳
幼

児
を
安
全
に
移
動
す
る
手
段
と
し
て

避
難
車（
大
型
乳
母
車
）を
保
育
所
に

整
備
し
ま
す
。

▼
学
校
耐
震
化
推
進
事
業
…

５
７
０
２
万
６
千
円
　
災
害
時
に
地

域
の
方
の
避
難
場
所
と
な
る
市
内
11

小
学
校
と
３
中
学
校
の
体
育
館
の
耐

震
補
強
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
補
正
に
よ
る
主
な
新
規
事
業
】

○「
う
ず
し
お
く
ん
」パ
ー
ト
ナ
ー
募

集
事
業
…
１
４
２
万
５
千
円
　
男
女

共
同
参
画
の
気
運
を
高
め
、
鳴
門
の

魅
力
を
さ
ら
に
情
報
発
信
す
る
た

め
、
本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
う
ず
し
お
く
ん
」の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
、
市
民
か
ら
の
投
票
な
ど
に
よ
り

決
定
し
、
制
作
し
ま
す
。

○
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
モ
デ
ル
事

業
…
30
万
６
千
円
　
市
内
の
商
店
や

人
事
案
件

銀
行
な
ど
で
受
診
勧
奨
の
ス
テ
ッ

カ
ー
や
ち
ら
し
を
配
布
し
、
小
中
学

校
で
は
保
護
者
へ
の
受
診
を
促
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
な

ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
が
ん
検
診

受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
世
代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
事
業
…
18
万
円
　
子
育
て
世

代
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
た

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

併
せ
て
健
や
か
な
心
と

か
ら
だ
を
育
む
食
事
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
、

保
健
師
に
よ
る
相
談
を

行
い
ま
す
。

○
障
害
者
虐
待
防
止
対
策
事
業
…

１
２
８
万
５
千
円
　
障
害
者
虐
待
防

止
法
の
施
行
に
伴
い
、
福
祉
事
務
所
内

に
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
機
能
を

設
け
、
虐
待
防
止
に
係
る
周
知
、
広
報

お
よ
び
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
相
談

業
務
等
を
行
い
ま
す
。

○
鳴
門
観
光
Ｐ
Ｒ
カ
ー
整
備
事
業
…

３
１
３
万
４
千
円
　「
渦
潮
」や
本
市

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
う

ず
し
お
く
ん
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
観

光
Ｐ
Ｒ
カ
ー
を
整
備
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、公
用
車
に「
鳴

門
海
峡
の
世
界
遺
産
化
」を
テ
ー
マ

と
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
市
民

の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

○
鳴
門
観
光
大
使
ポ
ス
タ
ー
制
作
事

業
…
75
万
円
　
鳴
門
観
光
大
使
の
板

東
英
二
氏
を
起
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
を

製
作
し
、観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

○
な
る
と
海
の
ブ
ラ
ン
ド
拡
大
Ｐ
Ｒ

事
業
…
51
万
６
千
円
　
大
阪
府
の
料

理
店
で
鳴
門
鯛
・
鳴
門
わ
か
め
を
使
っ

た
料
理
を
提
供
す
る
な
ど
、
期
間
限

定
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
黒
崎
小
谷
地
区
排
水
路
改
良
事
業

…
１
８
７
０
万
円
　
救
急
車
両
の
安

全
な
通
行
の
確
保
や
冠
水
対
策
の
た

め
、
鳴
門
病
院
横
の
排
水
路
の
拡
幅

と
開
口
部
の
被
覆
を
行
い
ま
す
。

○
成
稔
幼
稚
園
増
築
事
業
…

５
６
８
３
万
７
千
円
　
園
児
数
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
成
稔
幼
稚
園

の
保
育
室
を
増
築
し
ま
す
。

情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

　
情
報
公
開
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日
よ

り
、
公
文
書
の
公
開
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
の
範
囲
を
、「
広
義
の
市

民（
市
内
に
在
住
の
方
に
加
え
、
市
内

に
在
勤
・
在
学
の
方
な
ど
を
含
む
。）」

か
ら「
何
人
も
」に
拡
大
し
ま
す
。
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【組織率】鳴門市の全世帯数に対する自主防災組織が活動範囲としている
　　　　地域の世帯数の割合

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
通
信
網
の
不
通
や
交
通
障
害

の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
市
を
は
じ

め
と
す
る
防
災
機
関
の
行
う
応
急

対
策
活
動
が
被
災
地
域
全
て
に
早

期
に
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
予
想

さ
れ
、
地
域
の
住
民
自
ら
が
初
期

消
火
や
救
出
・
救
援
な
ど
の
防
災

活
動
を
行
う
こ
と
は
、
人
命
を
守

る
上
で
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

防
災
活
動
の
中
心
と
な
る
自
主

防
災
会
が
市
内
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
よ
り
一
層
、
自
主
防
災
会
活

動
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
み
、

「
人
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

し
た
震
災
に
負
け
な
い
ま
ち
づ

く
り
」を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」と
い
う
自
覚
と
連
帯

感
に
基
づ
き
、
地
域
の
き
ず
な

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
災
害

か
ら
人
の
命
を
守
る
と
い
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
自
主
防
災

会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
自
主
防
災
会
組
織
率

　
　
　
　
　
　  

１
０
０
％
を
達
成

地域のきずなが命を守る
【問】市役所危機管理課
　　☎６８４・１７１１

防災・災害対策への取り組み

　
本
市
で
は
、
地
域
の
防
災
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
に

お
い
て
自
主
的
・
主
体
的
な
防

災
活
動
を
行
う
自
主
防
災
会
の

組
織
率
１
０
０
％
を
目
指
し
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
９
月
28
日
に
瀬

戸
北
地
区
自
主
防
災
会
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
全
域

に
お
い
て
自
主
防
災
会
が
結
成
さ

れ
、
自
主
防
災
会
の
組
織
率
が

１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

▼
防
災
に
関
す
る
啓
発
活
動

　
①
消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
　
の
普
及
活
動

　
②
非
常
時
持
出
品
の
啓
発
な
ど
　

▼
各
種
研
修

　
①
徳
島
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学

　
②
普
通
救
命
講
習
の
実
施
　
　
　

　
③
各
種
災
害
に
つ
い
て
の
講
習
会

▼
家
具
転
倒
防
止
工
事
の
推
進

▼
避
難
経
路
、
避
難
場
所
、
危
険
箇

　
所
の
確
認
・
整
備

▼
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
の
把
握

▼
避
難
訓
練
・
初
期
消
火
訓
練
・
炊

　
き
出
し
訓
練
な
ど
各
種
防
災
訓
練

▼
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
標
高
調
査

　
な
ど

■撫養地区（６自主防災会）
　黒崎、鳴門市中央、木津神、桑島、斎田、川東
■里浦地区（３自主防災会）
　里浦町連合会（里浦北・仲・南）
■鳴門地区（５自主防災会）
　鳴門西、鳴門東地区連合会（土佐泊、野、黒山、
　大毛福池）
■瀬戸地区（３自主防災会）
　明神、島田、瀬戸北
■大津地区（９自主防災会）
　長江、吉永、矢倉、大幸、木津野、徳長、段関、
　大代、備前島
■北灘地区（１自主防災会）
　北灘
■大麻地区（１８自主防災会）
　板東地区連合会（桧、板東東部・中部・北部・南部）
　堀江地区連合会（小森、姫田、大谷、池谷、高畑、
　松村、牛屋島、東馬詰、西馬詰、中馬詰、古田、
　市場東、市場）

（平成24年10月１日現在）

いま一度確認を！
市内自主防災会一覧

自
主
防
災
会
っ
て

　
　
　 

ど
う
い
う
組
織
？

　
自
主
防
災
会
と
は
、
地
域
住
民
に

よ
る
自
主
的
な
防
災
活
動
を
通
じ

て
、
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止
お
よ

び
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

組
織
で
、
平
常
時
は
防
災
知
識
の
普

及
、
防
災
巡
視
・
防
災
点
検
、
防
災

訓
練
、
防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
情
報
収
集
・
伝
達
活
動
、
初
期
消

火
活
動
、
救
出
・
救
護
活
動
、
避
難

誘
導
活
動
、
給
食
・
給
水
活
動
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
本
市
の
自
主
防
災
会
で
は
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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連載『 鳴門市自治基本条例 』施行１周年

問 市役所市民協働推進課  ☎ 684・1200 　　FAX 684・1336  　 E-mail shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

　市では、条例に基づき「市民の皆さんが主役のまちづくり」を実現するために、これま
で以上に「市民参画」を進め、皆さんの声を受け止めながら、地域課題の解決に向けて、 

「協働」のまちづくりを進めていきます。
　現在、市民の皆さんと市との協働は、次のような形態により、事業となって行われています。

分　　類 協働の形態 内　　　　　容

市民の主体
性のもとに
市の協力に
より行うもの

ア 後援
　市民が実施する公益・公共性の高い事業に、市が後援名義の使用を承認し
て支援します。（単なる名義承認だけでなく、以下ウ～ケの形態を複合的に行
います）

イ 補助・助成
　市民が主体的に行う、地域課題の解決を図るための事業や活動に、市が財
政的な支援を行います。市民は、市だけでは対応困難な市民ニーズに即した
公共的なサービスを提供します。

ウ 事業協力・
協定

　市民が事業主体となり、市と互いに役割分担などを決め、一定期間、継続
的に協力して事業を実施します。（市の所有する施設や資材・人材などを提供
することも含みます）

市民と市が
それぞれの
主体性のも
とに協力し
て行うもの

エ 共催 　市民と市が責任を分担しながら、共に主催者となって、共同で一つの 
事業を行います。（単なる共催名義の承認だけの事業は除きます）

オ 情報交換・
情報提供

　フォーラム、ワークショップ、市民会議などの開催により、市民と市が 
それぞれ持つ情報の提供や交換を行います。

カ 実行委員会・
協議会など

　市民と市が構成員となって新たな主催団体をつくり、事業の企画・立案・
運営実施、総括まで連携して事業を行います。企画段階から十分に話し合い、
経費負担や役割分担などを明確にしていきます。

市民の参加
や協力を得
ながら、市
の主体性の
もとに行う
もの

キ 協働委託
　市が行う分野と考えられてきた事業を市民に一部または全部を委託して実
施します。通常の委託契約とは違い、互いに目的を共有し、計画段階から十
分話し合い、市民が持つ機動性などの特性を生かしながら、市が実施するよ
りも、効果的できめ細やかなサービスの提供を行います。

ク 企画・計画立
案への参画

　市が事業の企画や計画を立てる際に、市民と意見や情報を交換したり、提案
を求めたりします。また、市民が市の各種審議会や委員会などの委員として
参画します。

ケ 事業協力・
協定

　市が事業主体となり、市民と互いに役割分担などを決め、一定期間、継続
的に協力して事業を実施します。（市民の所有する施設や資材・人材などを 
提供することも含みます）

　「協働」は、市民の皆さんと市がじっくりと話し合い、役割分担をして、それぞれの力を発揮しながら、
育まれていくものです。協働のまちづくりを進め、魅力ある鳴門市を共に築いていきましょう。
　協働事業の相談は、下記の市民協働推進課までご連絡ください。

　一緒に振り返るこ
とで、コミュニケー
ションと相互理解が
深まります。
　振り返りの繰り返し
がより良い協働につな
がります。互いに「やっ
て良かった」と思える
ことが大切です。

　協働事業は、市
民の皆さんと市の
どちらが提案しても
OKです。お互いに
納得のいくまで話し
合い、役割を確認
しながら計画を立て
ます。（単なる市への
要望とは異なります）

　互いに持っている
長所を最大限に発
揮するように努め、
共に役割と責任を自
覚して取り組みます。

（協働の形態参考）

　市民の皆さんだけ
では解決が難しいこ
とが、市と手を組む
ことで、また、市だ
けで解決できないこ
とが、市民の皆さん
と手を組むことで解
決できることがあり
ます。

　市民の皆さんも、
市 職員も、地 域の 
一員として日頃から地
域課題の把握に努
めることが大切です。
　「より良いまちをつ
くろう」という一人
一人の思いがかたち
になっていきます。

①地域課題の把握 ②一緒にやろう･協働へ ③計画を立てよう ④一緒に進めよう ⑤一緒に振り返ろう

※複数の形態が組み合わさって、事業が実施される場合もあります。

みんなで知ろう！ 「鳴門市自治基本条例」
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  「鳴門市人権教育推進強調月間」として各種行事を行います。これは全国的
に実施される人権週間（12月4日～10日）に合わせて、全ての市民が人権尊重
と部落差別解消への意識を高め「差別を許さない市民運動」をより積極的に進
めていこうと実施します。人権問題は私たち一人一人が取り組んでいくことにより、初めて解決できるもの
です。人権学習の授業参観や研究会などの学校（園）行事や女性交流学習会、各地域での行事に積極的に参加し、
人権問題について家庭や学校・地域・職場などで話し合ってみましょう。

問	市教育委員会生涯学習人権課　☎686・8807

語ろう人権問題　広げよう学習の輪

第39回鳴門市人権文化祭
テーマ：人権が共存する　人権尊重社会の　実現を
～想いは言葉に  言葉は行動に  未来をつくるのは私たち～
11月10日（土）～18日（日）8:30～17:00
人権福祉センター・川崎会館・青少年会館・立岩集会所ほか
　市内の保育所・幼稚園・学校・行政・教育委員会・解
放運動団体などが、日頃の学習の成果や取り組みなどを
展示します。ぜひご参加ください。
イベント（同時開催）
市場お祭り広場
【人権福祉センター前広場】	11月10日（土）11:00～
・模擬店（うどん、たこ焼きなど）・伝承遊び（竹馬・お手玉ほか）
人権劇・記念講演会
【人権福祉センター3階大会議室】	11月14日（水）18:30～
・人権劇「わたしたちは たからもの」大麻中学校生徒の皆さん
・記念講演会　演題：「差別－壊れた心のメガネ」
　　　　　　　講師：林家  花丸さん （落語家）
川崎パネル展【川崎会館】	11月10日（土）～18日（日）8：30～
展示内容：「全国水平社の歩み」
立岩地区ふれあい人権祭
【第二中学校体育館ほか】11月10日（土）12:00～16:00
サブテーマ：心をつなぎ　ともに深める　人権意識 
■研修の広場
　・人権劇、合唱：林崎小学校6年生の皆さん
　・人権劇ビデオ：「時

と き

空を越えて パート2」～未来へつなぐために～
　　　　　　　　第二中学校2年生の皆さん
　・講演：「私の出会った子どもたち」  藤原スミさん
■子どもの広場　参加型人権教室
第45回鳴門市人権教育研究大会  11月22日（木）
　各会場で公開授業・保育が行われ、その後、研究
討議が行われます。学校や保育園、幼稚園などで人
権教育がどのように行われているかを知る良い機会
です。ぜひご参観ください。
保育所・園 9：30～16:00 すくすく保育園
幼 稚 園 13：30～16：30 里浦幼稚園
小 学 校 13：45～16：45 林崎小学校、里浦小学校
中 学 校 13：45～16：45 第二中学校

課 題 別 14：50～16：45 人権教育・啓発の創造部会（立岩集会所）
15：15～16：45 地域の教育力（PTA）部会（里浦小学校）

’12ヒューマンライツメッセージなると
11月29日（木）14:00～16:00【鳴門地域地場産業振興センター】
　講演会や意見発表をとおして、人権問題について考えて
みませんか。※入場無料
※当日、市内特別支援学級の子どもたちの作品も展示しています。
第一部	意見発表		小・中・高・大学生の人権問題に関する意見発表
第二部	人権問題講演会
演題：「へこたれへん ～人はきっとつながれる～ 」
講師：松村  智広さん 
 　　 （みえ人権教育・啓発研究会  代表）

鳴門市人権教育推進強調月間
11月10日～12月10日

各地域での行事
　各地域で人権文化祭や文化展などが行われます。地元の児童・
生徒・成人による人権問題に関する習字、図画、標語、作文、そ
の他たくさんの作品や催し物などを、ぜひご参観ください。
▲第一中学校区																																																						
　木津神地区人権文化展【木津元村集会所】				
　12月1日（土）・2日（日）	8:30～17:00		（2日16:00まで）
　幼・小・中・地域住民の作文、書道、図画、写真など
　12月1日（土）	9:00～11:00　人権交流ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 【木津ふれあい公園】
　斉田地区人権文化展【斉田集会所】
　11月14日（水）～16日（金）9:00～17:00（最終日12:00まで）
　保・幼・小・中・鳴門ドレメ・地域住民の作品展
　黒崎地区人権作品展・研修会【黒崎集会所】
　12月7日（金）・8日（土）10:00～19:00　児童・住民等の習字・作文など
　12月8日（土）	19:00～20:00
　人権教育研修会「黒崎小学校人権教育の取り組みについて」
　桑島地区人権交流会・講演会
　11月11日（日）	13:00～16:00	【桑島辷岩公園】
　人権交流グランドゴルフ大会
　12月1日(土)	19:00～20:00【桑島老人憩いの家】
　人権講演会　講師：鍋島  治秀さん
　第一中学校区人権フェスティバル【第一中学校体育館】		
　12月7日（金）	　人権講演会
▲第二中学校区
　立岩地区ふれあい人権祭【第二中学校体育館ほか】			 
　11月10日（土）～18日（日）8:30～17:00 　学習の広場
　11月10日（土）12:00～16:00 　研修の広場・子どもの広場
　ハンセン病講演会【川東公民館】11月21日(水)9:30～
　「ふるさとへ帰りたい」―無知からの差別偏見について―
　講師：十川  勝幸さん(県ハンセン病支援協会)
▲鳴門中学校区
　鳴東祭り【鳴門東小学校体育館】
　11月9日（金）13:00～15:30	　児童の合唱・劇・肩たたきほか
　鳴門西地区文化祭「ふれあう住民のつどい」	【鳴門西小学校体育館】	
　12月1日（土）　9:15～12:00 　児童の図画、習字、作文
　展示、園児・児童による人権劇、地域住民の演芸など
　12月1日（土）～9日（日）	9:00～17:00【ウチノ海総合公園パークセンターギャラリー】
　人権文化作品展　児童・生徒の人権作品、地域住民の
　文芸作品・趣味の作品展
▲瀬戸中学校区
　瀬戸地区人権文化祭【瀬戸公民館】
　11月8日（木）～10日（土）		9:00～17:00
　保・幼・小・中・地域住民の人権作品、企業団体の活動と展示、生花展
　11月10日（土）9:00～	　健康チェック		10:00～	　バザー、模擬店
▲北灘中学校区

　北灘地区人権フェスティバル2012【北灘中学校体育館】		
　11月4日（日）10:30～12:00	　講師：湯浅  篤人さん
▲大麻中学校区

　大麻町人権フェスティバル【大麻中学校体育館】11月6日(火)
　小中学校合同合唱・小学校意見発表・中学校人権劇・中学校音楽部合唱
　人権コンサート　講師：湯浅  篤人さん
　大麻地区人権啓発展【板東公民館・堀江公民館】
　11月21日（水）～12月23日（日）児童・生徒の標語、習字、ポスター展
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　市立図書館では、11月29日(木)までを図書館月間として多
彩な催しを開催していますので、ぜひご来館ください。

◎『岩村武勇先生収集史料速報展』
【と　き】　11月１日（木）～29日（木）
【ところ】　１階　ロビー
■展示説明会

【と　き】　11月24日（土）午前10時～
【ところ】　１階　ロビー
【説　明】　徳島県立文書館　金原祐樹氏
　　　　　市文化交流推進課　中野正司氏
■講演会

「岩村武勇先生収集史料速報展によせて ―その生涯― 」
【と　き】　11月24日（土）午後１時30分～
【ところ】　２階　視聴覚室
【講　師】　鳴門郷土史研究会　西田素康氏
　岩村武勇先生は1908（明治41）年に鳴門町高島で生ま
れ、徳島県師範学校専攻科を卒業。教職に就いたときか
ら計画的に郷土史料の収集を始め、阿波関係では全国的
な蔵書家となり、県内の郷土史研究に大きな足跡を残しま
した。
　先生の収集された膨大な史料は現在、徳島県立文書
館で整理中であり、今回は整理ができた史料の中から鳴
門市に関係する鳴門の絵図など有名なものから、生活の
身近にあったチラシなどを展示します。
　併せて展示説明会、岩村先生の生涯についての講演会
も行います。鳴門の歴史探訪をしてみませんか。

鳴門市立図書館月間の催し
◆鳴門ゾンタクラブ児童画展（主催 鳴門ゾンタクラブ）

【と　き】　11月２日（金）～４日（日）
【ところ】　３階　展示室
◆健全育成・非行防止の標語ポスター展（主催 市教育支援室)

【と　き】　11月３日（土）～25日（日）
【ところ】　１階　子ども閲覧室前
市立図書館主催事業
◆めざせ！図書館マスター～ブックンからの挑戦状～

【と　き】　11月11日（日）午前９時30分～正午
【ところ】　１階　子ども閲覧室
【対　象】　小学生
【募　集】　当日申込。受付は子ども閲覧室。
【内　容】　３つの難易度の問題の中から難易度を選択し、
図書館の資料を利用して回答する。３問以上回答できたら
図書館マスターに認定！
◆「子ども図書館職員（しごと体験）」

【と　き】　11月18日（日）午前９時30分～正午
【対　象】　市内小学校５・６年生　４人程度
　　　　（応募多数の場合は抽選）

【申込方法】　市内の小学校へ申込書を配布しているので、
11月10日（土）までに直接図書館へ提出（FAX可）

【内　容】　館内案内、カウンター（本の貸出・返却）、本
の整理などの図書館の仕事を体験します。
NPO法人「ふくろうの森」主催事業
◆「図書館に本を贈るためのチャリティーバザー（10周年記念）」

【と　き】　11月３日（土）午前10時～午後２時
【ところ】　前庭
◆災害時のケータイ活用法

【と　き】　11月10日（土）午後１時30分～２時30分
【ところ】　２階　視聴覚室
【講　師】　ドコモショップ鳴門店　朝田勝也氏
◆スライムをつくって遊ぼう！

【と　き】　11月17日（土）午後１時30分～３時30分
【ところ】　３階　展示室

11月の休館日　
▼５日（月）▼12日（月）▼19日（月）▼23日（金･祝）▼26日

（月）▼30日（金･館内整理日）※11月３日（土）｢文化の
日｣は祝日のため休館日にあたりますが、図書館月間の
一環として開館します。

【問】 市立図書館　☎685･0255／FAX686･6589

鳴門市立図書館月間開催中

　平成24年１月１日以後に締結した保険契約などにか
かる保険料について、生命保険料（一般）、個人年金保
険料、介護医療保険料（新設）それぞれの生命保険料控
除の取り扱いが以下のとおり変更されます。なお、平
成23年12月31日以前に締結した保険契約などに係る保
険料については変更ありません。

平成25年度から市民税のココが変わります！

■新表（平成25年度課税分から）

支払った保険料の金額 生命保険料控除額
　12,000円以下 　支払った保険料の全額
　12,000円超
　32,000円以下

　（支払った保険料の金額）
　×１／２＋6,000円

　32,000円超
　56,000円以下

　（支払った保険料の金額）
　×１／４＋14,000円

　56,000円超 　28,000円

■平成24年１月１日以後に締結した保険契約な
　どにかかる生命保険料控除の計算方法を変更

※生命保険料（一般）・個人年金保険料・介護医療保険
　料（新設）合わせて70,000円が限度

■寄付金税額控除の対象を拡大
　平成24年１月１日（法人によっては４月１日）以降
に支出した所得税の寄付金控除の対象となる寄付金
のうち、徳島県内に事務所または事業所を有する法
人または団体に対する寄付金が、新たに市民税の寄
付金税額控除の対象となります。なお、個別の対象
法人または対象団体については県民税と同一とな
りますので、徳島県のホームページ（http://www.
pref.tokushima.jp）の税の項目からご確認ください。

【控除額の計算方法】
控除額＝（寄付金の額－2,000円）
　　　　　　　　×10％（市民税６％、県民税４％）
※都道府県・市区町村や日本赤十字
社・共同募金会への寄付金を含め、
控除を受けられるのは総所得金額な
どの30％が限度。

問 市役所税務課市民税担当　☎６８４・１１２９



エ
コ
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■川東女性学級で生ごみ堆肥作り体験

■好きな写真をプリントできるマイバッグ

eco!

ＥＭボカシ利用者の声
　密閉容器に野菜くずなどとボカシを
交互に入れて、出来上がった堆肥を利
用して、プランターで花や野菜作りを
しています。生育もよく、りっぱな花
が咲きます。
　また、トマトも市販の物より甘くて
おいしいように思います。もう、３年
以上続けていますが、燃やせるごみ出
しの回数は２週間に１回に減りました。

（撫養町　三石 智
ち え

栄さん）

eco! eco!

　
日
々
の
生
活
で
発
生
す
る
ご
み
は
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
な
ど
、

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
小
さ
な
一
歩
が
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
未
来

の
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
簡
単
に
取
り
組
め
る
こ
と
か
ら
エ
コ
生

活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　広報なると10月号で賛助会員を募集
しましたところ、さっそく第１号会員
として大麻町内のコンビニ店より申し
込みがありました。
　今後、当協議会では「不法投棄をな
くし、自然豊かな鳴門市の景観を次世
代に引き継ぐ」ことを目的に11月11日

（日）に県道徳島北灘線沿いの不法投棄
物撤去ボランティア清掃を実施する予
定です。
　引き続き、本会の目的に賛同し、財
源的な支援をしていた
だける賛助会員（一口
千円）を募集していま
すので、ぜひ、皆さま
の加入をお待ちしてい
ます。
【問・申込先】市クリーンセンター
廃棄物対策課　☎683・7573

　河川等の望ましい環境のあり方や今後の河川等の再生への取り
組みについて共に考えてみませんか。
【と　き】11月25日（日）午後１時～４時
【ところ】鳴門地域地場産業振興センター２階第１会議室
【スケジュール】
一部　講演「よろこび・おどろきの川づくり：地域の宝をみつけよう」

【講　師】 河口  洋一 氏（徳島大学大学院　准教授）
二部　環境保全に取り組んでいる市民団体等の事例紹介
①新池川をきれいにする会②正法寺川を考える会③NPO法人新町川を守る会
三部　市民や市民団体等の意見交換会

【テーマ】「あなたから始められる水環境の活動」
【コーディネーター】田代  優

ゆ う

秋
しゅう

 氏　（徳島県立佐那河内いきものふ
れあいの里ネイチャーセンター所長）

【パネラー】●河口  洋一 氏（徳島大学大学院　准教授）、●乾  肇 氏
（新池川をきれいにする会）、●米田  博 氏（正法寺川を考える会）、
●泉  理彦（鳴門市長）、●中村  英雄 氏（NPO法人新町川を守る会）
■この事業は、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出
金を受けて実施するものです
問 市環境政策課　☎683・7571

環境にやさしいまちづくりフォーラム
～みんなで水環境について考えよう～

市不法投棄監視パトロール
連絡協議会 賛助会員第１号

賛助会員

お
買
い
物
は

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
で
！

　
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
や
美
し
い
風
景

な
ど
、
お
気
に
入
り
の
写
真
を
プ
リ

ン
ト
し
て
お
買
い
物
バ
ッ
グ
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

　
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
ず
、
ご
み
の
減

量
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　
詳
し
く
は
廃
棄
物
対
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ 

無
料
配
布
中

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
減
量
し
、
有
機
物
た
っ
ぷ
り

の
生
ご
み
堆
肥
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　
食
事
の
食
べ
残
し
や
調
理
く
ず
が

自
分
の
手
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
お

い
し
い
野
菜
が
収
穫
で
き
た
り
、
元

気
な
花
が
咲
い
た
時
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
す
。
ま
た
、
畑
や
庭
が
な
く

て
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
古
土
を
再
生

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

方
は
正
し
い
生
ご
み
堆
肥
の
作
り
方

に
つ
い
て
講
習
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ポ
ス
ト
あ
っ
せ
ん
受
付
中

　
コ
ン
ポ
ス
ト
は
庭
な
ど
の
地
面
に

設
置
し
、
生
ご
み
と
土
を
交
互
に
入

れ
て
堆
肥
化
さ
せ
ま
す
。

　
希
望
者
は
自
己
負
担
金
を
添
え
て

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策

課
ま
た
は
市
役
所
二
階
の
市
民
協
働

推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
金
は
大
き
さ
に
よ
り

３
千
円
か
４
千
円
の
い
ず
れ
か
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策
課

☎
６
８
３・７
５
７
３

FAX
６
８
３・７
５
７
９
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適
応
指
導
教
室「
う
ず
潮
教
室
」で

は
、
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
の
児
童

生
徒
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
学

校
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
個
人
や
集
団
で
の
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
行
い
、
学

校
復
帰
に
つ
な
げ
る
支
援
を
行
って
い

ま
す
。
体
験
入
学
希
望
の
方
は
、
市

教
育
支
援
室（
☎
６
８
６･

８
７
９
３
）ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　「
子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な

い
」な
ど
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
特
別
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
１
人
で
悩
ま

な
い
で
専
門
の
先
生
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
相
談
は
保
護
者
と
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
先
生
だ
け
で
で
き
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】11
月
22
日（
木
）、
平
成
25

年
１
月
24
日（
木
）、
２
月
21
日（
木
）

午
後
２
時
～
５
時
ま
で（
１
人
１
時
間
）

【
と
こ
ろ
】教
育
支
援
室「
う
ず
潮
教

室
」（
教
育
委
員
会
１
階
南
側
）

【
講
　
師
】「
宮
内
ク
リ

ニ
ッ
ク
」メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

野
田
陽
子
先
生

【
問
・
申
込
先
】市
教
育
委
員
会
教
育

支
援
室
☎
６
８
６・８
７
９
３

平
成
23
年
度
の
行
財
政
改
革
取
り
組
み
効
果

　
　
　

 

約
５
億
円

　
市
で
は
、
平
成
22
年
12
月
に
策
定
し
た「
鳴
門
市
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ

ン
」に
基
づ
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
確
立
を
図
る
た
め
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
２
年
目
と
な
る
平
成
23
年
度
の
取
り
組
み
実
績
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
主
な
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■主な取り組み内容

■詳細については、市公式ウェブサイト（http://
www.city.naruto.tokushima.jp/contents/
gyokaku/index.html）をご覧ください。
問 市役所財政課　☎684・1444

■取り組みによる効果額

※目標額を約３億600万円上回る。実績額の内訳
としては歳入確保（約２億2,100万円）、歳出削減

（約２億800万円）、市職員の定員管理の適正化な
ど（約8,800万円）。

平成23年度
取り組み
目標額

２億1100万円

平成23年度
取り組み
実績額

約５億1700万円

１．歳入の確保に向けた取り組み
・市税徴収率の向上に向けた取り組みにより、　
　徴収率は89．3％（平成22年度）から90．7％（平成
　23年度）へと1．4％増
・市が保有する土地の売却や市有財産の貸付け
　などにより、約7,100万円の収入

２．歳出の削減に向けた取り組み
・節電対策に取り組み、電気使用量を平成22年
　度実績に比べて1．8％削減
・特別職給与の減額（例：市長の給料月額を25％
　減額）や管理職給料月額の減額措置を継続 

３．簡素で効率的な行政運営
・本庁舎の守衛業務を一部委託
・市文化会館への指定管理者
　制度の導入
・ごみ収集ルートの見直しに
　よるごみ収集車の2台減車

４．市職員の定員管理の適正化
・正規職員（普通会計）
　平成22年度の643人から平成23年度の612人
　へと31人減　※平成24年度は566人
・臨時職員など（普通会計）
　平成22年度の231人から平成23年度の245人
　へと14人増

「
う
ず
潮
教
室
」体
験
入
学

適
応
指
導
教
室
特
別
相
談
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市民と一緒に市の事業を見直し！
　市では、昨年度実施した事業の内容や実績を振り返り、限られた
予算の使い方やその成果を評価し、次年度に反映していくことによ
り、効率的かつ効果的な市政運営の推進と市政に関する透明性を確
保するため、行政評価を実施しています。
　平成24年度は、内部評価で115事業を評価するとともに、外部の視点
で事業を評価する外部評価委員会において８事業を評価しました。

事業名 評価結果 外部評価委員・市民
評価員の主な意見 今 後 の 方 向 性

市税徴収率
向上対策事業

委　　員 要改善 徴収嘱託員制度の実効性を
精査する必要があるのでは。

他部門と連携し、徴収嘱託員制度の実効性
について精査した上でより効果的な制度とな
るように改善する必要がある。市民評価員 要改善

自主防災組織
結成・活動促進

事業

委　　員 要改善 活動促進に重点を置いた支援
内容へと改善してはどうか。

支援の重点を結成促進から、結成後の活動
促進に移し、活動内容の充実に資する助成内
容へと改善する必要がある。市民評価員 要改善

国際・国内
交流推進事業

委　　員 要改善 歴史的にも重要な取り組みで
あるが、現状にあった内容を検
討してはどうか。

戦略的な目標を設定し、目標達成に向けた取り
組みを行うとともに、訪問事業に関しては青少年
層の交流を目指すなどの改善が必要である。市民評価員 要改善

環 境 学 習
推 進 事 業

委　　員 要改善 利用度を上げるために、運営
主体の見直しなどを検討して
はどうか。

委託や協働などの運営主体の見直し、講座内
容や開館日などの検討を行い、市民が利用し
やすい環境を整える必要がある。市民評価員 要改善

地域支援事業
（介護予防事業）

委　　員 現状維持 男性参加者が少ないので今以
上にPRを行ってはどうか。

時流や人数などにあったメニューについても引
き続き検討し、男性参加者を増加させるPR
や工夫を進める必要がある。市民評価員 現状維持

市営住宅家賃
滞納整理事業

委　　員 要改善 執行体制を見直し、個々の状
況に合った対応をして納付を
求めた方がよいのでは。

他部門との連携など執行体制の見直しを行な
い、滞納者の実情に応じた効率的な対応をす
るべき。市民評価員 要改善

プレミアム付
商品券発行事業

委　　員 現状維持 経済効果を明確にし、事業の
継続について検討をした方が
よいのでは。

経済効果の検証結果を踏まえ、事業の存廃も
含め今後の方向性を検討する必要がある。市民評価員 廃止・要改善

競技力向上
対策支援事業

委　　員 要改善 事業名や事業目標、成果目
標について総合的に見直しを
行った方がよいのでは。

スポーツ施策の中での位置付けを再検討し、
事業目標や内容を明確にして助成制度の在
り方について再度検討する必要がある。市民評価員 要改善

平成24年度鳴門市行政評価　外部評価対象事業

問 市役所企画課  ☎684・1120

外部評価
内部評価 115事業→廃止１・要改善44・現状維持66・拡充４

８事業

事業の見直し 事業を実施

成果を評価

事業の計画

→→ →

行政評価

■行政評価のイメージ
→

※委員・・・学識経験者および識見者、市民評価員・・・事前公募により選ばれた市民のかたがた

ル
ミ
ネ
カ
ン
バ
ス

　
　 

人
気
投
票
！■色鮮やかに辺りを照らすルミネカンバス

　
11
月
30
日（
金
）ま
で
、
市
役
所
玄

関
前
の
欄
干
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
ル

ミ
ネ
カ
ン
バ
ス
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

に
お
け
る
市
の
事
業
で
、
公
募
参
加

さ
れ
た
市
民
の
方
の
作
品
で
す
。
午

後
５
時
か
ら
10
時
ま
で
点
灯
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
に
入
り
の
作
品
を

選
ん
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
投
票
結
果
に
よ
り

人
気
作
品
の
作
者
に
は
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

作
品
に
投
票
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
一

人
の
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

投
票
は
市
役
所
本
庁
舎
北
側
玄
関
前

の
投
票
箱
へ
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

☎
６
８
４・１
６
５
７
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平成24年全国統一標語　【消すまでは  出ない行かない  離れない】

　暖房機器の使用により火災の発生しやすい時季を
迎えるにあたり、火災の発生を防止し悲惨な焼死事
故をなくすため、火災予防運動が11月9日から15日ま
で実施されます。市消防本部では、11月13日（火）大道
銀天街で、桑島小学校金管バンドの協力を得て防火
パレードを実施します。
　一人一人が防火意識を持ち、火災のない明るい街
を作るために、次の3つの習慣、 4つの対策を心がけ
ましょう。 
3つの習慣！
○寝たばこは絶対やめる。
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
4つの対策！
○逃げ遅れを防ぐため、「住宅用火災警報器」を設置する。

秋の全国火災予防運動

◆「火災警報器」の設置はお済みですか？
　　　　　　点検は行っていますか？
　全ての住宅に「住宅用火災警報器」を設置する必要
があります。
　「住宅用火災警報器」にホコリなどが付くと火災を
感知しにくくなります。半年に1回は掃除機などでホ
コリを取り、定期的に作動点検を行
いましょう。
問 市消防本部予防課　☎684･1333

○寝具や衣類からの火災を防ぐために、 「防炎
製品」を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

◆新成人への伝言板
　鳴門市青年連合会では、 成人式を迎える若者をみん
なでお祝いするため、新成人へのお祝いメッセージ
を募集します。家族や先生、地域の方など、ぜひ新
成人にお祝いや励ましの言葉を贈ってください。頂
いたメッセージは成人式当日に紹介します。

【募集日時】11月1日（木）～12月28日（金）正午まで
【メッセージ箱設置場所】市役所玄関前および各連絡所
【Ｅメールの場合】以下のアドレスを入力していただ
くか、右下のQRコードを読み取り、メッセージと氏
名（匿名可）を送ってください。
※プリクラや写真もOKです
■「新成人への伝言板」用アドレス
　seijinshiki＠city.naruto.lg.jp
問 鳴門市青年連合会事務局
　 ☎686・8807

【とき】平成25年１月13日（日）午後１時30分開始
【ところ】市文化会館
【該当者】　平成４年４月２日から平成５年４月１日
までに生まれた方で、平成24年10月31日現在、①鳴
門市の住民基本台帳に登載されている方と、②平成
24年11月1日から平成24年12月28日までの間に鳴門市
に転入された方です。
※①の方については、12月８日（土）までに案内状をお
送りします。②の方については、住民票登録後、随
時案内状をお送りします。１月７日（月）までに案内
状が届かない場合は下記へご連絡ください。また、
鳴門市出身で市外に在住されている方および市外在
住者で鳴門市成人式に出席を希望する方は、12月28日

（金）までに市教育委員会生涯学習人権課または市役
所市民課および各連絡所に申請書がありますので、
手続きをしてください。案内状を随時お送りします。
問 市教育委員会生涯学習人権課  ☎686・8807

　◆「はたちの主張」作文募集
　成人式の行事の一つとして、「はたちの主張」作文を
次の要領で募集しています。新成人としての新たな
出発の記念に多数ご応募ください。

【応募資格】　平成25年鳴門市成人式の該当者
【内　　容】　テーマは「成人式を迎えての抱負」。職
場、学校での経験や趣味・スポーツ・ボランティア
活動などで得たことをもとに、成人を迎える今、何
を感じ、何を考え、何をしようとしているのかなど、
自分の体験を含めて書いてください。

【様　　式】　1,200字以内（400字詰原稿用紙３枚以内）。
題名、文体は自由。一人一点。

【提出方法】　住所・氏名・
性別・電話番号を欄外に記
入して12月13日（木）までに
下記の方法で提出してください。
●郵送の場合　〒772・0011 撫養町大桑島字濘岩浜
市教育委員会生涯学習人権課「はたちの主張」係宛
●メールの場合（seijinshiki@city.naruto.lg.jp)宛
●ファクスの場合は（FAX686・8005）送付後、生涯学習
人権課にご連絡ください。

【表　彰】　

△

市長賞　

△

市議会議長賞　

△

教育委員
長賞いずれも各１人（賞状、副賞１万円）、応募者全
員に記念品。

【発　表】　入賞者のうちいずれか1人に、式典で作品を
発表していただき、 「広報なると」 2月号に掲載を予定。
問 市教育委員会生涯学習人権課  ☎686・8807

平成25年 鳴門市成人式
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　対象のご家庭には別途通知しますので、保護者同伴でお越し
ください。また、通知内容が下表と異なる場合には通知内容を
優先してください。健診１週間前までに通知が届かない場合や
他の場所で受診を希望される場合は、市教育委員会学校教育課

（☎686・8802）までご連絡ください。なお、老人福祉センター
は駐車場が混雑するため、乗り合わせにご協力ください。

【対象者】市内在住、平成25年4月に小学校入学予定のお子さん
【日程（予定）】

　65歳以上で要介護認定を受けている方やその
扶養者に、確定申告・住民税の申告の際に、障
害者控除を受けられる「障害者控除対象者認定
書」を交付します。

【対象者】　障害者控除を受けようとする年の12月
31日現在（対象年中に死亡された場合は死亡日現
在）、次の①･②の要件を満たしている方
①65歳以上で、要介護認定を受けていること（要
支援１、２の方は該当しません）
②要介護認定審査時の｢主治医意見書｣または
｢認定調査票｣の｢日常生活自立度｣欄に一定の記
載があること

【手続き】　本人または親族が｢障害者控除対象
者認定申請書｣を市役所長寿介護課まで提出し
てください。

【手続きに必要なもの】　
①申請者の印鑑
②対象者の印鑑（申請者と対象者が違う場合のみ）
③対象者の介護保険被保険者証

【注意事項】　①すでに同程度の障害区分に該当
する障害者手帳をお持ちの方は、手帳で障害者
控除を受けられますので、申請の必要はありませ
ん。②本人または扶養者が所得税･住民税非課
税の場合も申請の必要はありません。
問 市役所長寿介護課　☎684･1071

対 象 校 区 実 施 日 実 施 場 所
撫 養 小 学 校 11月30日（金）   撫養小学校
林 崎 小 学 校 11月27日（火）   林崎小学校
黒 崎 小 学 校 11月１日（木）   黒崎小学校（内科のみ）

〃 11月２日（金）   老人福祉センター
桑 島 小 学 校 11月７日（水）   老人福祉センター
第 一 小 学 校 11月29日（木）   第一小学校
里 浦 小 学 校 11月２日（金）   老人福祉センター
鳴門東小学校 11月７日（水）   老人福祉センター
鳴門西小学校 11月15日（木）   鳴門西小学校（歯科のみ）

〃 11月19日（月）   鳴門西小学校
明 神 小 学 校 11月７日（水）   老人福祉センター
瀬 戸 小 学 校 11月12日（月）   北灘東幼稚園
大津西小学校 11月２日（金）   老人福祉センター
北灘東小学校 11月12日（月）   北灘東幼稚園
北灘西小学校 11月12日（月）   北灘東幼稚園
堀江北小学校 11月16日（金）   鳴門市ドイツ館
堀江南小学校 11月16日（金）   鳴門市ドイツ館
板 東 小 学 校 11月９日（金）   板東公民館

障害者控除対象者認定書の交付平成24年度就学時健康診断

   徳島ヴォルティス「鳴門市民デー」開催　  　
　台風17号の影響により９月30日（日）に予定していた『鳴門市民
デー』の開催日が変更となりました。当日、アミノバリューホール南
側駐輪場に自転車を駐輪された来場者に「センサー付きタイヤライト」

（先着300人）や「ヴォルティス自転車」が当たる抽選会や、世界の
ワンちゃん大集合「ふれあい動物園」が開催されます。
◆開催日：11月11日（日）午後１時キックオフ
◆開催場所：鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
◆対戦カード：徳島ヴォルティス vs ジェフユナイテッド千葉
※なお、日程の変更に伴い、９月30日に出店を予定していたイベント内容
　とは異なります。

■鳴門市民の皆さんを優待価格でご案内します
◆ホーム自由席：小中高生無料  大人1,000円

【引換方法】午前10時～午後２時の間に、保険証・免許証など鳴
門市在住であることを証明で
きるものを持参の上、チケッ
ト引替ブース（右図参照）にお
越しいただいた方に当日入場
券をご案内します。
問 市役所観光振興課
　 ☎６８４・１１５７

■市民デーの会場周辺では、鳴門市のキャラクター「うずしおくん」の
パートナーを決める投票やオレンジリボンキャンペーンを実施します。
また、11月11日（日）より、テレビ鳴門で放送している「テレビ広報なる
と」で児童虐待防止運動に参加している徳島ヴォルティスの選手から
のメッセージを放送しますので、ぜひご覧ください。

バックスタンドは改修工事中
のため使用できません。
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　大麻町内の日本酒と醤油の醸造所を訪問。見学の合
間に餅つき体験や空手の模範演技、秋祭りの獅子舞の
歓迎を受け、鳴門の秋の１日を満喫していました。

餅つき体験などで文化にふれる

　鳴門・大塚スポー
ツパーク集会場で鳴
門高校生などから、
お茶のお接待があり
ました。団員たちは
慣れない正座に苦労
しながらも、日本庭
園を見ながらお茶を
いただき、お茶の心
得を尋ねていました。

高校生などがお茶のお接待

　ドイツ館前広場で桧
地区住民や北灘町婦人
会などが、昼食にうず
しお鍋とレンコン・な
ると金時の天ぷらなど
の郷土料理を振る舞い
ました。使節団を代表
し、コレ副市長が「鳴
門市民の心温まる歓迎
に感謝します」と感激
していました。

市民による郷土料理のおもてなし

リューネブルク市使節団が来鳴
～市民の温かい歓迎で深まる交流～

10/13絵画で育んだ美術交流20周年
　鳴門市美術協会と
リューネブルク市パ
レッテ会が、お互い
の絵画作品を交換し
始めてから今年で20
年目を迎えることか
ら、 記念式典と作品
展示がドイツ館で開
催され、戸田あさお
会長とハイトマン会長が今後も交流を続けようと記念
品を交換しました。

　鳴門市花街道・地域づくり
ネットワークの皆さんによる
コスモス交流やバルトの庭の
見学に加え、日独交流の原点
に立ち返る交流を行おうと、
板東俘虜収容所があった大麻
町桧地区の皆さんが中心とな
り歓迎行事が行
われました。ド
イツ館前では板
東小学校の金管
バンドの演奏で
出迎えた後、板
東ゆたか保育園
児がドイツ語で

「第九」を歌い歓
迎しました。

　ドイツの姉妹都市リューネブルク市親善使
節団が10月12日に来鳴し、 15日までの４日間
滞在しました。滞在中、コレ副市長を団長と
する18人は、ドイツ兵合同慰霊碑や市ドイツ
館を訪問したり、鳴門市・リュ市の美術団体
の交流20周年記念式典や餅つき体験、お茶の
接待、市民の家庭訪問など、多くの市民と交
流を深め、鳴門路の秋を満喫しました。

“こころ”のこもったお出迎え 10/13

10/13

10/13

10/14

　10月21日、標記実践講座が開催されました。堀内宣昭内科
部長ほか、３人の医師・理学療法士による講演・実技指導や
看護師・管理栄養士たちによる健康相談コーナーも設けられ、
参加者は健康に関する知識を深めていました。
　この事業は鳴門病院が市民にとってより身近な存在となる
よう、市民の健康増進を目的に、医師らが地域へ出向く市民
向け実践講座として鳴門市と連携し、平成23年度から実施し
ています。

鳴門病院連携事業　市民実践講座
　 「肺の生活習慣病を知ろう」開催

■COPD（慢性閉塞性肺疾患）についての講演の模様
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　市内において大規模な災害が発生した場合に、
市が行う食糧、飲料水および生活必需物資などの
提供や市民の安全確保などの災害応急対策につい
て、株式会社大塚製薬工場の協力を得ることを明
記した「災害時における協力に関する協定書」の調
印式が、 10月２日、市役所で開催されました。
　式では泉市長と株式会社大塚製薬工場の大熊 勤
常務取締役総務部長による協定書への調印が行わ
れ、同取締役は、 「地域の皆様の安心と安全のため
に少しでも役に立てれば」と話していました。

■協定書に調印する泉市長（写真左）と大熊常務取締役

株式会社大塚製薬工場と
　　災害時協力協定締結

　市観光協会は、これまで以上に観光客のニーズに対
応し、観光客の増加や地域振興につながるよう活動の
幅を広げるため、これまでの任意団体から法人化し、10
月１日から名称を「一般社団法人 鳴門市うずしお観光
協会」へと変更しました。観光協会の名称に観光地名を
付けるのは県内では初めてであり、初代理事長に勘川 
一三さんが就任されました。
　同協会では会員を募集しておりますので、活動主旨
にご賛同いただける方は、事務局（☎684・1731）へご
連絡ください。

一般社団法人 鳴門市うずしお観光協会 発足

■事務所（市役所経済棟内）前に掲げられた横断幕

　休校中の島田小学校を舞台に、豊かな自然の中
でさまざまな体験ができるイベント「島田島いなか
学校」が10月６、７両日開かれ、多くの家族連れら
でにぎわいました。
　専門家による昆虫教室や鳴門の食材を使った料
理教室など全12教室に約530人が参加し、校内は活
気にあふれました。海岸での化石観察に参加した
親子は「市内に化石が見られる場所があるなんて
びっくり。初めての体験で楽しかった」と声を弾ま
せました。

島田島で「いなか学校」開催

■化石観察の説明を受ける参加者ら
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建
設
業
協
会
四
国
支
部
か
ら
道
の
駅

「
第
九
の
里
」に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
一
式
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　すがすがしい秋
晴れの10月21日、
地域で受け継がれ
るまつりなどが一
堂に会した「鳴門
のまつり」が鳴門
ウチノ海総合公
園で催され、大
勢の観客を前に太
鼓や獅子舞、みこ

しなどが披露されました。また、同日開催された「子
どものまちフェスティバル」では、竹馬や大なわと
びなどのほか、警察
官や消防士体験など
多彩な22のコーナー
が設けられ、たくさ
んの親子連れらでに
ぎわいました。

宝くじ助成でみこしを修繕、白丁（衣装）を整備
　鳴門のまつりに参加
した大谷甘酒祭り保存
会が宝くじの収益金を
活用した㈶自治総合セ
ンターのコミュニティ
助成事業を受け、みこ
しの修繕と白丁の整備
を行いました。この事業は、郷土文化への関心を
高め、コミュニティーの活性化を図るために行わ
れています。

■力強く舞う獅子舞

■みんなで大なわとびに挑戦

鳴門のまつり、子どもの
　　まちフェスティバル開催
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年
末
個
別
金
融
相
談

　
市
、
鳴
門
商
工
会
議
所
、
大
麻
町
商

工
会
が
合
同
で
、
金
融
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営
者
を
対
象

に
日
本
政
策
金
融
公
庫
や
市
の
融
資
制

度
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
と

き
】11
月
20
日（
火
）午
前
10
時
～

午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

【
問
】市
役
所
商
工
政
策
課
　
☎
６
８
４

･

１
１
５
８

若
者
の
就
労
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

　
働
い
て
お
ら
ず
、
職
業
訓
練
も
学
校

も
行
っ
て
い
な
い
若
者
の
働
く
こ
と
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
家
族
か
ら

の
相
談
も
可
）

【
と
き
】11
月
22
日（
木
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
経
済
棟
２
階
会
議
室

【
問
】と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョン
　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

普
通
救
命
講
習

【
と

き
】12
月
16
日（
日
）午
前
９
時
～

正
午

【
と
こ
ろ
】市
消
防
本
部
３
階

【
対
象
者
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
）

【
内

容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、
異
物

除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
の
応
急
手
当

【
申
し
込
み
】11
月
30
日（
金
）ま
で
に
市

消
防
本
部
予
防
課（
☎

６
８
４･

１
６
４
０
）

へ
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

口
腔
ケ
ア
教
室
の
ご
案
内
※
参
加
無
料

【
と
き
／
と
こ
ろ
】11
月
15
日（
木
）午
後

２
時
～
３
時
30
分
／
斎
田
公
民
館

【
対

象
】市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の（
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
）方

【
内

容
】歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
、

口
腔
体
操
の
指
導   

【
問
・
申
込
先
】11
月
10
日（
土
）ま
で
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緑
会（
☎
６
８

５・１
５
５
５
／
FAX
６
８
５・８
８
８
６
）へ
。

『
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
』ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

【
と
き
／
と
こ
ろ
】11
月
17
日（
土
）午
前

９
時
～
11
時
／
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公

園
　
芝
生
広
場
、
近
く
の
階
段

【
講
師
】日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認

主
席
指
導
員
　
鳴
門
教
育
大
学
名
誉
教

授
　
山
本
貞
美
先
生

※
参
加
費
無
料
、午
前
９
時
ま
で
に
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
　

☎
６
８
７･

３
１
７
５

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３

階
環
境
学
習
館
で
開
催
、
お
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館（
☎
６
８
３・７
５
６
８
）ま
で
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】11
月
15
日（
木
）

午
前
の
部  
午
前
９
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト（
３
畳
・
無
料
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
大
人
用
自
転

車
、
女
児
ス
ク
ー
ル
水
着（
１
４
０
～

１
５
０
cm
）、
鳴
門
第

一
中
学
校
女
子
用
体
操

服（
Ｍ
サ
イ
ズ
） 

【
問
】市
消
費
者
協
会
　
☎
６
８
６･

３

７
７
６

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年

金
に
関
す
る「
社
会
保
険
労

務
士
の
無
料
相
談（
予
約
制
）」を
開
催

し
ま
す
。

【
と

き
】11
月
15
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時
　
※
次
回
は
12
月
18
日（
火
）

【
と
こ
ろ
】共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所
☎
６
５
５・０
９
２
０

徳
島
県
県
行
政
書
士
会  

無
料
相
談
会

【
と
き
】11
月
19
日（
月
）午
後
２
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
１
階
第
一
会
議
室

【
相
談
事
項
】①
官
公
署
へ
の
提
出
書
類

②
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
③
事
実
証

明
に
関
す
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て

【
問
】徳
島
県
行
政
書
士
会
　
森
江

☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 11月９日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 11月16日㈮ 午後１時30分〜４時30分 人権福祉センター 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 11月21日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）11月７日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

■切り取って電話機の隣や玄関などに貼ってお使いください。

11月のクリーンセンター業務案内
　11月23日（金・祝）勤労感謝の日
は三連休の初日にあたりますの
で、午前８時30分から正午まで、
ごみ持込受付を行います。ごみ
収集は休みですので、お間違い
のないようお気を付けください。

【問】市クリーンセンター
　   ☎683・7570

旬の魚の捌
さば

き方教室 参加者募集！
【とき／ところ】11月24日（土）午前９
時30分～正午／北泊漁業協同組合

【材料費】1,500円（お土産あり）
【準備物】良く切れる包丁、エプロン、
ぬれてもよい服装

【問・申込方法】20日（火）までに市役
所農林水産課 （☎684・1152）へ。
※定員30人（先着順）

今月の納期
国民健康保険料　　　　第６期
介護保険料　　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　第４期
下水道受益者負担金　　第３期
11月30日（金）までに市役所保険
課または指定金融機関で納めて
ください。
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視
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
※
参
加
無
料

【
と

き
】12
月
２
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
　
※
正
午
～
午

後
１
時
ま
で
昼
食
・
休
憩

【
と
こ
ろ
】鳴
門
市
身
体
障
害
者
会
館

（
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
16

－

６
）

【
対
象
者
】徳
島
県
北
部
在
住
の「
見
え

な
い
」「
見
え
に
く
い
」こ
と
で
お
困
り

の
方
や
そ
の
家
族
、
ま
た
は
支
援
を
さ

れ
る
方
　

【
内

容
】

①
午
前
の
部  「
講
習
会
」

　
耳
で
読
む
本（
Ｃ
Ｄ
図
書
）を
聞
く
た

め
の
機
器
の
使
い
方
の
講
習
会
　
※
機

器（
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
２
）

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
午
後
の
部
Ⅰ  「
ミ
ニ
福
祉
機
器
展
」

　
身
の
周
り
の
生
活
の
中
で
使
っ
て
便

利
な
拡
大
読
書
機
、
ル
ー
ペ
、
音
声
は

か
り
、
計
量
ポ
ッ
ト
な
ど
を
実
際
に
手

に
と
っ
て
体
験

③
午
後
の
部
Ⅱ  

「
よ
み
あ
げ
名
人
操

作
体
験
会
」

　
活
字
文
書
の
拡
大
表
示
と
読
み
上
げ

に
対
応
し
た
拡
大
読
書
器（
よ
み
あ
げ

名
人
）の
操
作
を
体
験

【
問
・
申
込
先
】事
前
に
徳
島
県
立
障
害

者
交
流
プ
ラ
ザ  

視
聴
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
６
３
１
・
１
４
０
０
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

わ
ん
ぱ
く
こ
ん
ぴ
ら
相
撲（
参
加
無
料
）

　
当
日
の
飛
び
入
り
も
大
歓
迎
で
す
。

【
募

集
】各
20
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】材
料
費
８
０
０
円

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
全
２
回
）

　
２
日
間
で
想
い
出
の
布
を
使
い「
ペ
ン

ケ
ー
ス
と
ピ
ン
ク
ッ
シ
ョン
」を
作
り
ま
す
。

【
と

き
】11
月
21
日（
水
）と
28
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
募
集
】15
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】ハン
カ
チ
大
布
５
枚
、
裁
縫
道

具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

杉
の
子
学
校（
後
期
）参
加
者
募
集

　「
杉
の
子
学
校
」と
は
、
地
域
の
子
ど

も
会
活
動
に
参
加
す
る
上
で
の
幅
広
い

知
識
や
ゲ
ー
ム
遊
び
な
ど
を
学
ぶ
楽
し

い
講
座
で
す
。
子
ど
も
会
で
み
ん
な
が

楽
し
む
も
の
っ
て
何
だ
ろ
う･･･
。
杉

の
子
学
校
で
い
ろ
ん
な
活
動
を
体
験
し

て
、
地
域
の
子
ど
も
会
に
生
か
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

【
と
き
／
と
こ
ろ
／
内
容
】▼
11
月
17
日

（
土
）午
後
２
時
～
４
時
／
市
役
所
共
済

会
館
／
仲
間
作
り 

～
友
達
を
作
ろ
う

～
▼
12
月
２
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

／
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

／
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
子
ど
も
の
ク

リ
ス
マ
ス
～
手
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
～

【
募
集
人
数
】40
人
程
度（
子
ど
も
会
活

動
を
楽
し
く
し
た
い
方
、
大
人
・
子
ど

も
問
い
ま
せ
ん
）※
小
学
校
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
参
加
無
料
。

【
問
・
申
込
先
】申
し
込
み

用
紙
ま
た
は
電
話
で
11
月

13
日（
火
）ま
で
に
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
人
権
課（
☎

６
８
６・８
８
０
７
）へ
。

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
と

き
】11
月
10
日（
土
）午
前
９
時
～

正
午（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）　

※
雨
天
の
場
合
は
11
日（
日
）に
順
延

【
と
こ
ろ
】木
津
・
金
刀
比
羅
神
社

【
対

象
】幼
稚
園
児
、
小
学
生

【
競
技
方
法
】個
人
ま
た
は
団
体
戦

【
問
・
申
込
先
】わ
ん
ぱ
く
こ
ん
ぴ
ら
相

撲
事
務
局
　
矢
野 

☎
６
８
５･

１
５
７
０

鈴す
ず

ヶが

峰み
ね

・
愛あ
た
ご宕

山や
ま

ハ
イ
キ
ン
グ

【
集

合
】11
月
25
日（
日
）午
前
７
時
に

徳
島
北
農
協
撫
養
支
所
前
へ

【
募

集
】20
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】３
千
～
４
千
円
程
度

【
準
備
物
】リュッ
ク
、
弁
当
、
飲
物
、
雨

具
、
手
袋
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
シ
ャ
ツ

【
申
し
込
み
】11
月
15
日（
木
）ま
で
に

鳴
門
岳
友
会
　
緒
方（
☎
０
９
０・８
６

９
５･

３
３
７
３
）へ
。

第
23
回
大
麻
町

　
　
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

【
と

き
】12
月
23
日（
日･

祝
）午
前
８

時
～
正
午

【
集
合
受
付
場
所
】堀
江
公
民
館

【
参
加
料
】小
中
学
生
千
円
、
高
校
生
以

上
３
千
円（
保
険
料
含
む
）

【
定

員
】小
中
学
生
３
０
０
人
、
一
般

７
０
０
人

【
申
し
込
み
】11
月
12
日（
月
）ま
で
に

（
消
印
有
効
）、
専
用
の
払
込
用
紙
兼
申

込
書
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て

お
近
く
の
郵
便
局
へ
。
郵
送
希
望
の
方

は
、
事
務
局
宛
に
80
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同

封
の
上
、
申
込
書

を
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。※
申
込
書
は
大
麻
町
商
工
会
、

市
役
所
本
庁
舎
１
階（
受
付
）、
鳴
門
地

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅

「
第
九
の
里
」、
徳
島
市
立
体
育
館（
受

付
）で
配
布
。

【
問
】大
麻
町
商
工
会（
大
麻
町
大
谷
字

西
台
３
番
地
）☎
６
８
９･

０
２
０
４
／

FAX
６
８
９･

０
２
１
３

催
　
し

鳴
門
市
俳
画
協
会
・
作
品
展

　
　
in
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
と

き
】11
月
３
日（
土
）～
25
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
事
務
所

☎
６
８
７・３
１
７
５

映
画「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」in
鳴
門

　
映
画
上
映
の
ほ
か
、
舞
台
挨
拶
・
特

別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

も
あ
り
。

【
と
き
】11
月
10
日（
土
）午
後
２
時
開
演

【
と
こ
ろ
】鳴
門
教
育
大
学
・
講
堂

【
参
加
費
】前
売
１
５
０
０
円（
当
日
２
千

円
）全
席
自
由
、
未
就
学
児
無
料

【
問
】チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
映
画「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」鳴
門

市
上
映
事
務
局（
☎
０
９
０・８
９
９
４

・
６
１
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：narut

o
@

nippon-p.org

）ま
で
。

11月第一土曜日市民課
　 　開設中止のお知らせ
　11月第一土曜日は祝日のため、開
設を中止とさせていただきますので、
ご了承ください。

【問】市役所市民課 ☎684･1135

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶11月10日まで　ヘルスメイトの活動紹介
▶11月11日から　「うずしおくん」のパートナーを決めよう！
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶11月10日まで
①鳴門線を行く／豊田三郎（板東）
②鶴林寺／杉原勲（徳島市）

▶11月11日から
①堀江地区の文化財／豊田三郎（板東）
②東祖谷のそば畑／杉原勲（徳島市）

市民チャンネル番組ガイド

19 平成24年11月号



催
　
し

大
麻
町
文
化
展

【
と

き
】11
月
３
日（
土
・
祝
）午
前
９

時
～
午
後
５
時
／
４
日（
日
）午
前
９
時

～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】堀
江
公
民
館

【
内

容
】大
谷
焼
、
絵
画
、
書
道
、
生

花
、
俳
句
、
手
芸
、
写
真
な
ど

【
問
】堀
江･
板
東
地
区
自
治
振
興
会
文

化
部
会  
☎
６
８
９･

０
４
８
３（
福
井
）

大
谷
焼
窯
ま
つ
り

【
と

き
】11
月
10
日（
土
）･
11
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】東
林
院

【
内

容
】陶
器
市･

大
谷
焼
名
陶
展･
ロ

ク
ロ
体
験
コ
ー
ナ
ー･

大
麻
中
陶
芸
部･

堀
江
北
小
児
童
の
作
品
展
示
即
売･

絵

付
け
教
室･

大
谷
焼
の
つ
ぼ
焼
き
い
も

【
問
】大
麻
町
商
工
会
☎
６
８
９・０
２
０
４

第
30
回
鳴
門
凧た
こ

揚
げ
大
会

　
全
国
の
凧
愛
好
家
が
凧
を
揚
げ
ま

す
。
見
学
者
、
一
般
参
加
者
の
先
着

１
０
０
人
に
ミ
ニ
わ
ん
わ
ん
凧
を
進
呈

【
と

き
】11
月
11
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
芝

生
広
場

【
問
】藤
中
　
☎
６
８
６・１
５
６
７

第
８
回
か
の
ん
フ
ェ
ス
タ

【
と

き
】11
月
10
日（
土
）午
前
10
時
か

ら（
雨
天
決
行
）

【
と
こ
ろ
】グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
Ｇ
Ｊ
Ｃ
）か
の
ん（
大
麻
町
東
馬
詰
）

【
内

容
】堀
江
南
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、

お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
、エ
イ
サ
ー
、コ
ー

ラ
ス
、
二
胡
デ
ュ
オ
、
人
形
劇「
と
ん
か

ら
り
ん
」、ダ
ン
ス
、パ
ネ
ル・写
真
展
示
、

自
主
生
産
品
販
売
、
各
種
模
擬
店
な
ど

※「
花
王
」駐
車
場
に
臨
時
駐
車
場
を
用

意
、「
か
の
ん
」ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎

【
問
】か
の
ん
　
☎
６
９
７･

２
１
２
１

第
36
回  

鳴
門
市
芸
能
祭

【
と

き
】11
月
11
日（
日
）午
前
９
時
30

分
開
演
、
午
後
５
時
30
分
終
演
予
定

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館
　
※
入
場
無
料

【
内

容
】合
唱
、
洋
楽
、

邦
楽
、
大
正
琴
、
吟
詠
、

日
本
舞
踊
、
バ
レ
エ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、

小
唄
、
健
康
体
操
、
民
踊
な
ど

【
問
】市
文
化
協
会
事
務
局（
市
役
所
文
化

交
流
推
進
課
内
）☎
６
８
４・１
２
１
４

鳴
門
市
民
劇
場
　
劇
団
ス
イ
セ
イ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演｢
楽
園｣

　
ハ
ワ
イ
で
現
地
取
材

し
な
が
ら
、
５
年
を
か

け
て
制
作
し
た
傑
作
！

今
回
の
み
中
学
・
高
校

生
は
入
場
無
料
で
す
。

【
と

き
】11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
入
場
料
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）※
入
会
が

必
要
。
問
い
合
わ
せ
は
市
民
劇
場
事
務

局（
☎
／
FAX
６
８
４･

１
７
７
７
）へ
。

新
池
川
の
浄
化
活
動
参
加
者
募
集

　
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
投
入
に
よ
る
新
池
川
の

浄
化
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】11
月
18
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

【
集
合
場
所
】鳴
門
警
察
署
西
側
広
場

※
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
５
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
焼

き
芋
、
ポ
ン
菓
子
の
お
接
待
あ
り
。

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
　
乾

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
　
Ａア
オ
ス
フ
ル
ー
ク

Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｌ
Ｕ
Ｇ
～
キ
ャ
ン

パ
ス
ボ
ー
イ
と
巡
る
ド
イ
ツ
さ
ん
の
足
跡
～

【
と

き
】11
月
23
日（
金
・
祝
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】阿
波
大
正
浪
漫 

バ
ル
ト
の
庭

【
内
容
】キ
ャ
ン
パ
ス
ボ
ー
イ
と
霊
山

寺
、
ド
イ
ツ
橋
、
慰
霊
碑
な
ど
の
足
跡

を
巡
り
、昼
食
時
に
漫
才
も
あ
り
ま
す
。

【
参
加
費
／
募
集
人
数
】大
人
千
円
、
小

人
５
０
０
円（
昼
食
付
）／
80
人

【
申
し
込
み
】11
月
16
日（
金
）ま
で
に
バ

ル
ト
の
庭（
☎
６
８
９･

２
１
６
３
）へ
。

美
術
館
と
遊
ぼ
う
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ

  

第
３
回「
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
！
ス
ノ
ー
！
」

　
今
回
は
、
か
ら
だ
を
動
か
し
頭
を

使
っ
て
、
絵
画
作
品
を
楽
し
も
う
！

【
と
き
／
と
こ
ろ
】12
月
９
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分
／
大
塚
国
際
美
術
館

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】内
藤
　
隆
さ
ん

（
鳴
門
教
育
大
学
）　

【
募
集
人
数
】小
学
３
～
６
年
生
　
40
人

（
先
着
順
）

【
参
加
費
】８
０
０
円（
入
館
料
、
材
料

費
、
保
険
料
を
含
む
）

【
準
備
物
】水
筒
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て

も
い
い
服
装
、
弁
当
か
昼
食
代
５
０
０
円

【
申
し
込
み
】11
月
６
日（
火
）～
９
日

（
金
）に
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

（
☎
６
８
４･

１
２
２
５/

FAX
６
８
４･

１
３
３
６
）へ
。

鳴
門
市
の
び
の
び
げ
ん
き
っ
こ
ま
つ
り

【
と

き
】12
月
１
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
民
会
館
　
※
参
加
無
料

【
内

容
】ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
に
イ
ベ
ン
ト･

展
示
・
あ
そ
び･

手
作
り･

模
擬
店
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

【
問
】鳴
門
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
　
☎
６
８
６･

９
２
２
７

募
　
集

鳴
門
鯛
ブ
ラ
ン
ド
名
募
集

　
北
灘
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
鳴
門
市

北
灘
沖
で
水
揚
げ
さ
れ
る
鳴
門
鯛
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
鳴
門

鯛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】11
月
22
日（
木
）ま
で
に
、

①
鳴
門
鯛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
②
氏
名（
フ

リ
ナ
ガ
）③
年
齢 

④
電
話
番
号
⑤
住
所

お
よ
び
郵
便
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
市

販
の
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
お
一
人
様
、
何
点
で
も

ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

こ
の
企
画
の
み
で
利
用
し
、
同
組
合
に

て
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

【
賞
品
】鳴
門
鯛
お
よ
び
海
産
物
　
３
名
様

【
発

表
】厳
正
な
審
査
の
上
、
電
話
で

高速道路耐震補強工事のお知らせ（撫養町斎田・小桑島・大桑島）
　神戸淡路鳴門自動車道において右図区間の耐震補強工事を
行っています。工事期間中、地域住民の皆様にはご迷惑をお掛
けしますが、ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。
■工事期間：平成24年10月～平成26年６月

【問】本州四国連絡高速道路㈱鳴門管理センター道路維持課　
☎687・2168

施工範囲 L=1.3km

鳴門高校
運動場

見白池

桑島
小学校

神戸淡路鳴門自動車道

. .

鳴門
病院

市立
図書館

ガソリン
スタンド
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連
絡
し
ま
す
。

【
問
・
応
募
先
】北
灘
漁
業
協
同
組
合

☎
６
８
２・０
０
１
１
　
FAX
６
８
２・０

０
０
６  

〒
７
７
１・０
３
７
４  

北
灘

町
宿
毛
谷
字
相
ヶ
谷
１

－

１

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

第
34
回
白
鳳
洋
画
グ
ル
ー
プ
展

【
と

き
】11
月
２
日（
金
）～
４
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

【
問
】田
浦 

☎
０
９
０・７
１
４
２・６
９
２
７

阿
波
の
玄
関
撫
養
街
道
鳴
門
編
写
真
展

【
と

き
】11
月
９
日（
金
）～
15
日（
木
） 

午
前
10
時
～
午
後
７
時
※
14
日
は
休
館

【
問
】鳴
門
渦
潮
高
等
学
校
事
務
局
　

☎
６
８
６・４
５
７
７

第
17
回
移
動
県
手
工
芸
展
in
鳴
門

【
と

き
】11
月
18
日（
日
）～
25
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
５
時（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

【
問
】鳴
門
セ
ン
タ
ー
街 

☎
６
８
５・３
５
４
３

鳴
門
絵
手
紙
生
徒
作
品
展

【
と

き
】11
月
27
日（
火
）～
29
日（
木
） 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
問
】鳴
門
セ
ン
タ
ー
街 

☎
６
８
５・３
５
４
３

徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
＋
大
谷
焼
若
手
三
人
展

　
大
谷
焼
の
未
来
を
担
う
陶
工
三
人
の
作

品
を
紹
介
・
販
売
。
絵
付
け
体
験（
有
料
：

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
）も
あ
り
。

【
と

き
】12
月
１
日（
土
）、
２
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
問
】鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

☎
６
８
４・１
６
８
５

　市長が、市内の各地域を訪問し自由な雰囲気の
中で、市民の皆さんの意見を聞かせていただくと
ともに、市長の考え方や市の取り組みなどについ
て話し合う「まちづくり出前市長室」を順次、開催
しています。
　地域ごとの課題などについて意見交換を行いま
す。多くの方のご参加をお待ちしています。
鳴門西地区

【と　き】 11月５日（月）　午後７時～８時30分
【ところ】 鳴門公民館
黒崎地区

【と　き】 11月21日（水）　午後７時30分～９時
【ところ】 黒崎集会所
【問】 市役所市民協働推進課　☎684･1189

　市教育委員会は服部善子教育委員長の任期満了に伴
い、新しい教育委員長に五島泰市郎氏を互選しました。
新教育委員長職務代理者は小松美穂氏。
　任期は平成25年10月25日までです。

赤ちゃんのいる世帯を
民生委員児童委員が訪問します
　お住まいの地域の民生委員児童委員が子育てを応援
します。12月から１歳未満のお子さんのいる世帯への
家庭訪問や声かけを実施しますのでよろしくお願いし
ます。

【問】市民生委員児童委員協議会 ☎685・7170

まちづくり出前市長室

新教育委員長に五島泰
た

市
いち

郎
ろう

氏

BOAT RACE鳴門 【ボートレース鳴門開催】 ●11月２日（金）
～６日（火） 松茂町ほか2町競艇事業組合 開設44周年記念競走 ●10日

（土）～13日（火） 「新鋭・女子・名人」ボートレースバトル競走 ●22日
（木）～25日（日）男女Ｗ優勝戦 第15回 日本財団会長杯競走 【場外発売】 
●11月２日（金）～６日（火） GⅠ宮島チャンピオンカップ［宮島］  ●10日

（土）～15日（木） GⅠ常滑マーメイドグランプリ［常滑］ ●14日（水）、15
日（木）オール女子平和島［平和島］ ●20日（火）～25日（日） SG児島チャ
レンジカップ［児島］  ●20日（火）、21日（水） GⅢ女子リーグ 大村［大村］ 

【エディウィン鳴門】　●11月27日（火）は休館いたします。

市文化会館11月の駐車制限日程

※市文化会館を利用される方はご駐車ください。

◆４日（日）９:00～22:00
◆７日（水）９:00～22:00
◆11日（日）９:00～22:00
◆17日（土）９:00～17:00

◆18日（日）９:00～22:00
◆23日（金・祝）９:00～22:00
◆24日（土）９:00～22:00
◆25日（日）９:00～17:00

市民会館でローラースケート　 昭和37年（1962）

昭和を語る一枚の写真⑤

　昭和37年11月３日、第４回全日本ローラースケート
競技大会が市民会館で開かれました。開館１周年と日
本ローラースケート連盟の創立10周年を記念して、全
国から約70人の代表選手がスピードやフィギュア種目
で技を競い合いました。
　市民会館は１年前の11月３日、スポーツセンターお
よび集会場としてオープン。そして、開館後まもない
翌年２月に、会館の空き時間をフルに活用しようと
ローラースケートが始まりました。
　集会や催しなどで使用されない日は連日午後７時ま
で滑ることができ、ちなみに使用料は１時間当たり小・
中学生40円、高校生50円、一般70円でした。
　当時の広報には「スケートファンで連日大入り満員
の盛況ぶり。サラリーマンやBG（ビジネスガール）、
店員、小中高校生が詰めかけ、汗だくで猛練習してい
る。リズムに乗ってすいすいと滑る人、七転び八起き
のだるま型BGなどで場内は笑いや若さが渦巻いてい
る」と紹介しています。しかし、市民会館の床の傷み
がひどくなるなどの問題が生じ、39年10月15日限りで
使用できなくなりました。ローラースケートブームに
沸いたのはわずか３年足らずのできごとでした。
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4種混合ワクチン予防接種のお知らせ
～11月１日より４種混合（ポリオ+３種混合）ワクチンの
　　　　　　　　　　　　　　予防接種が始まりました～
　鳴門市に住民登録がある生後３か月から90か月（７歳
６か月）未満の方で、ポリオ・３種混合予防接種のどち
らも１回も受けていない方は、４種混合（ポリオ＋３種
混合）ワクチンの予防接種を受けることができます。
　４種混合ワクチンでの接種を希望される方は、予診票
の引き換えをいたしますので、お手元にある未使用の不
活化ポリオワクチン予診票（４枚）、３種混合ワクチン予
診票（４枚）、母子健康手帳を必ずご持参の上、健康づく
り課までお越しください。
問 市役所健康づくり課 ☎684・1206／FAX684・1336

大根としめじのクリーム煮  

 出展者 撫養町　匿名

産地 地消 紹介レシピのおいしい

1.大根は一口ぐらいの大きさに切って、下ゆでをする。
ベーコンは２㎝幅くらいに切る。しめじは石づきを
除き、ほぐす。

2.フライパンにオリーブオイルを熱し、おろしにんに
くを加え、香りがでるまで弱火で炒める。ベーコン・
しめじを加えさらに炒め、1の大根を加える。

3.2に水、コンソメを加え、ふたをして大根が柔らか
くなるまで煮こむ。

4.3に牛乳を加え、塩・こしょう、粉チーズで味を調え、
沸騰させないように味がしみるまで煮こむ。最後に
水溶き片栗粉でとろみをつける。

作り方

水溶き片栗粉

 
・

片栗粉 大さじ１・１／２

 
・

水 ………… 大さじ２強

材　料・

大根 ………… １／２本・

しめじ ……………１袋・

ベーコン …………４枚・

おろしにんにく 小さじ１・

オリーブオイル 小さじ１・

水 …………… １８０ｃｃ・

コンソメ 小さじ１・１／２・

牛乳 ………… ２００ｃｃ・

塩・こしょう ………少々・

粉チーズ …… 大さじ1

（４人分）

イ
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予
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病
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ま
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。
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ま
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あ
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一
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の
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咳
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ま
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。
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イ
ン
フ
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エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
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て
い
る
人
の
咳
、
く
し
ゃ
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な
ど
で
空
気
中
に
放
出
さ

れ
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ウ
イ
ル
ス
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吸
う
こ
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よ
っ
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感
染
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ま
な
い
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、
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が
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は
の
ど
の

　
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
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・
人
ご
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さ
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。
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イ
ル
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寄
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つ
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な
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よ
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外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
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ま
し
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・
室
内
の
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に
注
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し
ょ
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ウ
イ
ル
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、
低
湿
を
好
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ま
す
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加
湿
器
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ど
で
、
適
度
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湿
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保
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・
充
分
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休
養
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と
り
、
バ
ラ
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ス
よ
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取
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ま
し
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う
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体
力
や
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
感
染
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く
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な
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ま
す
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・
予
防
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接
種
の
際
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
と

　
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　糖尿病予備群または、すでに糖尿病を発症されてい
る方も含め、重症化しないための予防が必要です。そ
のためには、高血糖になる原因を知って生活習慣を見
直すことや定期的な健診をお勧めします。
　また、すでに治療の必要な方や治療中の方は、合併
症の進行を止めるために、かかりつけ医に相談し、体重・
血糖・血清脂質の良好なコントロールの維持に努めて
ください。

11月14日は世界糖尿病デー
～定期的な血液検査を受けましょう～

出展者からのメッセージ
　大根は、おでんやサラダにして食べることが多いのですが、
今回はクリーム煮にしました。優しくて、まろやかな味で、我
が家では大人も子ども大好きです。

栄養士からのコメント
　鳴門の大根は、葉に近い首の部分が緑色の「青首大根」で
す。砂地畑で栽培するため水分をたっぷり含み、甘くてみ
ずみずしいのが特徴です。
　また、生の大根には、ジアスターゼなどの消化酵素が含
まれており、でんぷんを分解して消化を助ける働きがあり
ます。おもちに大根おろしをかけて食べる「おろしもち」は、
さっぱりとおいしく食べれますね。
　これからが旬の大根、いろんな料理で味わってみてくだ
さい。

いのちの誕生をめぐって、四組の家族が織り成す笑いと涙、 めぐって、四組の家族が織り成す笑いといと涙が織り成す笑いと生生生生生誕の誕いいいいいいいい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして愛の物語。 　　　　　　　 そして愛の物語

（ナレーション：つるの剛士））
うまれる
11月18日（日） 

午前の部／ 

午後の部／ 
10 :00～ 
14 :00～ 入 場 無 料 

老人福祉センター３階 大 会 議 室 

おお母さんお母母母母おおおおおおおおおおおおおおおおおおお 、、

お父さんさ父さ父父父父父父父父父おおおおおおお 、、

あなたに逢逢え逢たにたたたたたたたたたたたたたたたたたたななたたたたなななななななななななななあななな て

よかっっかかかかかかかか たた たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

映映映画上映映上映上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上映画上映映映画上上上上映映映映画上映映映映映映 映映映画上映映映画上映映映画 会会 会会会会会会会会会 策事対対策対対防対対自殺予防殺予防 事防 策自殺予防対対自殺 策自 事対対殺予防 策事殺 対策防 策事自 事事事予殺 事殺 策事自殺殺予防 事殺 策殺 対策対対策防対 事予防 策自 策事事策事殺予防 業業業業業業業業業業業
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
FAX684・1336

予防接種担当：☎684・1206
栄養指導担当：☎684・1232
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

11月３日（土・祝） 8：30～12：30
12月１日（土） 8：30～12：30
健康相談：体脂肪、骨密度測定できます。

お元気ＳＵＮROOM 土曜日の開所日

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜 午後６時～11時/日曜・祝日 午前９時～午後11時
◎午後11時からは、かかりつけ医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
11月３日 南 海 病 院 土佐泊 精 ･ 神 ･ 内 687･0311

４日 原 田 内 科 矢 倉 内 ･ 呼 ･ リハ 685･3351
11日 小 川 病 院 南 浜 内 ･ 糖尿 ･ リハ 686･2322
18日 勝 良 医 院 斎 田 内 ･ 胃 ･ 小 686･1216
23日 小 川 病 院 南 浜 内 ･ 糖尿 ･ リハ 686･2322
25日 鳴門山上病院 土佐泊 内 ･ 外 ･ リハ 687･1234

12月２日 斎藤整形外科 小桑島 整 ･ リウ ･ リハ 685･5811

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３ 歳 児 健 診 11月９日㈮ 平成21年５月生まれ 12:30～13:00
１歳６か月児健診 11月15日㈭ 平成23年５月生まれ 12:30～13:00
９か月児 健 診

11月８日㈭
平成24年１月生まれ 12:20～12:40

４か月児 健 診 平成24年６月生まれ 13:00～13:20

股関節脱臼検診 11月16日㈮ 平成24年６月生まれ
平成24年９月生まれ 12:40～13:00

11月乳幼児健診の日程表 （老人福祉センター 3F）

【実施期間】 11月1日～平成25年1月15日まで
【対象者】 市内に住民登録されている方のうち予防接種を希
望する方で次の①または②に該当する方
①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓または、呼吸器の機
能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障が
いを有する方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の

機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障が
いを有する方
【料　金】 1,800円（生活保護世帯は無料。生活保
護受給証明書を持参してください。）
※要介護状態などで鳴門市外の施設または医療機関に長期
にわたり入所されている方で、鳴門市内の病院での接種が
困難な方は、健康づくり課へ事前にご相談ください。

インフルエンザ予防接種のお知らせ

インフルエンザ予防接種指定医療機関名簿  ※詳しくは医療機関にお問い合せください。
医院・病院名 住　所 電話番号 医院・病院名 住　所 電話番号

あい愛診療所撫養 撫 養 町 南 浜 ☎686-6362 元木医院 撫 養 町 南 浜 ☎685-8282
今井メンタルクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683-1552 岡﨑内科循環器科 鳴 門 町 高 島 ☎687-2720
岩朝病院 撫 養 町 立 岩 ☎685-8855 えだがわ小児科 鳴 門 町 三 ツ 石 ☎687-0930
うがい医院 撫 養 町 斎 田 ☎686-2307 鳴門山上病院 鳴 門 町 土 佐 泊 浦 ☎687-1234
岡田胃腸科内科 撫 養 町 南 浜 ☎685-7155 南海病院 鳴 門 町 土 佐 泊 浦 ☎687-0311
小川病院 撫 養 町 南 浜 ☎686-2322 北田医院 瀬 戸 町 明 神 ☎683-7050
勝良医院 撫 養 町 斎 田 ☎686-1216 沢内科胃腸科 瀬 戸 町 明 神 ☎688-0611
兼松小児科 撫 養 町 斎 田 ☎686-2606 鳴門シーガル病院 瀬 戸 町 堂 浦 ☎688-0011
兼松病院 撫 養 町 斎 田 ☎685-4537 あおぞら耳鼻科 大 津 町 吉 永 ☎684-4685
レディースクリニック兼松産婦人科 撫 養 町 南 浜 ☎685-1103 岡田整形外科 大 津 町 吉 永 ☎685-3391
かわの内科アレルギー科 撫 養 町 立 岩 ☎683-1355 田口小児科クリニック 大 津 町 大 代 ☎683-1120
日下歯科婦人科医院 撫 養 町 南 浜 ☎686-5177 鳴門川島クリニック 大 津 町 段 関 ☎683-0810
健康保険鳴門病院 撫 養 町 黒 崎 ☎683-0011 橋本医院 大 津 町 吉 永 ☎685-5211
高麗耳鼻咽喉科 撫 養 町 斎 田 ☎685-1180 原田内科 大 津 町 矢 倉 ☎685-3351
西條内科 撫 養 町 南 浜 ☎686-1235 森本内科循環器科 大 津 町 木 津 野 ☎686-8181
斎藤整形外科 撫 養 町 小 桑 島 ☎685-5811 吉田整形外科 大 津 町 木 津 野 ☎684-1550
さくら耳鼻咽喉科クリニック 撫 養 町 北 浜 ☎685-7701 吉永外科 大 津 町 吉 永 ☎685-3033
佐藤整形外科 撫 養 町 南 浜 ☎685-6555 大谷の里クリニック  木洩れ日 大 麻 町 池 谷 ☎689-0910
だいとうレディースクリニック 撫 養 町 大 桑 島 ☎683-1588 岡沢内科医院 大 麻 町 池 谷 ☎689-2720
高田内科医院 撫 養 町 黒 崎 ☎684-0031 古林内科 大 麻 町 板 東 ☎689-3366
たきファミリークリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683-1235 斎藤医院 大 麻 町 牛 屋 島 ☎689-0151
谷医院 撫 養 町 斎 田 ☎686-3569 津保整形外科 大 麻 町 桧 ☎683-5560
津田ブレインクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎684-3171 中西医院 大 麻 町 板 東 ☎689-1508
浜中内科医院 撫 養 町 弁 財 天 ☎677-5755 原田医院 大 麻 町 大 谷 ☎689-2108
福田医院 撫 養 町 立 岩 ☎686-2561 板東診療所 大 麻 町 板 東 ☎689-1252

集団がん検診のご案内
【対象者】以下の全てに該当する方
●鳴門市に住民登録されている方●平成25年3月31日を基準
日として、40歳以上の方で平成24年4月1日以降に受診してい
ない方（ただし骨粗しょう症の検診は30～70歳の女性で2年に
1回の受診となります）
【と　き】11月20日（火）、12月5日（水）、平成25年1月9日（水）
の午前9時～9時30分受け付け
※骨粗しょう症の受け付けは午前10時30分～11時
【ところ】老人福祉センター
【受診料】

検診種別 料　金
集
団
検
診

胃がん 1,000円

肺がん レントゲンのみ　　300円
レントゲン＋喀痰　800円

大腸がん 500円
骨粗しょう症 600円

※集団検診をご希望の方は検診日の10日前までに
　健康づくり課へお申し込みください。
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※本誌はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

 賞・   
 特典

 ■愛称募集
 ◆最優秀賞（１人） 
 １万円分のうずとく商品券

◆優秀賞（２人）　 
５千円分のうずとく商品券
※採用された愛称の応募者が複数
の場合は、抽選で１人の方を決定
します。
■投票者記念品　選ばれた候補
者に投票された方の中から、抽
選で30人に「うずしおくん」限定
グッズを進呈します。
※当選者の発表は、記念品の発送
をもって代えさせていただきます。

【注意事項】 ●愛称は、他の作品と
類似しないもので、自作かつ未発表
のもの。 ●採用作品を商標登録す
る権利、著作権に関する全ての権利
は、鳴門市に帰属するものとします。
●最優秀賞受賞者については、氏
名・住所（市町村名）を公表します。

「うずしおくん」パートナーの
　デザイン投票＆愛称募集！
　市では、平成24年２月に県内で初めて男女共同参画都市を宣言し、男女が対等なパート
ナーとして助け合い、支え合い、幸せを分かち合うまちづくりの実現を目指して、さまざ
まな取り組みを進めています。そこで、市のマスコットキャラクターである「うずしおくん」
にも、女男（とも）に鳴門の魅力のさらなるPRなどに取り組むパートナーを新たに選ぶこと
となりました。下記の候補者から選び投票し、選んだ候補者にすてきな愛称を付けてくだ
さい。詳しくは市公式ウェブサイト新着情報をご覧ください。

投票期間
11月 1 日（木）～
　　30日（金）午後2時まで

　市内在住・在勤・在学の方が投票できます。 （１人１票まで）
投票用紙に候補者の番号・愛称などの必要事項を記入し、
次のいずれかの方法で投票してください。なお、愛称の記
入がない場合でも投票は受け付けます。（投票用紙は各投票
所に設置。市公式ウェブサイトからもダウンロード可）

■投票所で投票　各投票所の開所時間内に、設置している投票箱に
投票してください。

【投票施設】市役所本庁舎1階、図書館、老人福祉ｾﾝﾀｰ、大型公民館（斎
田、川東、大津中央、里浦、鳴門、瀬戸、北灘、堀江、板東）、鳴門病院、
徳島ヴｫﾙﾃｨｽ鳴門市民デー会場および鳴門市芸能祭会場（11月11日）
■郵送またはFAXで投票　投票用紙に必要事項を記入し、11月30日午
後２時（必着）までに郵送またはFAXで投票してください。
■電子投票　投票用紙を添付してEメール（kikaku@city.naruto.
lg.jp）または電子申請で投票してください。

投 票 
方 法

 【問・応募先】 
市役所 企画課　〒772-8501  
撫養町南浜字東浜170
☎684・1622／FAX684・1336※候補者のデザインは国立大学法人鳴門教育大学の協力により作成しています。

僕のパートナーは
誰になるのかな？

■パートナー候補者のデザインと説明

低めのポニーテールと髪飾り
に市の木「モチ」をアレンジ。

なると金時をイメージした
帽子がチャームポイント。 

蓮の花の髪飾り、レンコン
ブローチとドイツ風のお洋服。

① ② ③
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